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.経
営
と
労
働
と
の
機
能
分
北
は
、
労
資
分
化
を
背
影
と
し
て
成
立
し
た
。
，释 

営
は
、
先
ず
、
^
皿
砠
程
を
、綺
い
て
、
を
冑̂

©を
そ
の
支
配
下
に.置
い
た
。

問
屋
制
家
内
工
業
は
、
問
，屋
と
家
内
エ
證
と
の
間
に
、実
質
上
の
労
資
関
係 

を
含
ん
で
お
り
、

g

屋
が
経
i

能
を
担
当
L
て
い
た
。
，し
；か
し
こ

.の
機
能
は: 

専
ら
流
通
面
に
限
定
ぎ̂

て
い
る
。
問
屋
.は
生
産
そ
の
も
の
に
は
触
れ
ず
に
、
:'
-
. 

生
連
^
消
費
と
^
調
整
す
る
^
と
ど
まつ

て
■
い

た

.
。

手
工
的
工
場
制
度.に
.お
い 

て
は
、，
分
業
に
よ
つて

、
働̂
者
間
に
、
多
少
の
専
門
化
が
行
お
れ
て
い
だ,
 

が
、
機
赚
は
い
ま
だ
使
用
さ
れ
て
い
な.か
つ
た
。
そ
こ
で
は
、s

#

o

.

i
 

(skill
)
，

が
生
産
を
安
配
す
る
要
因
と
な
？
て.い
た
。
謙

の

'#
在
は
、
生
産
に 

お
い
て
、
労
働
考
が
創意a

n
i
t
i
a
t
i
v
e
)

を
も

ら

て
お
り
、
.積
極
的
な
役
割
を 

演
じ
て
い
る
こ
と
を意

味

す

る

。そ
の
限
り
、
_

者
は
製
品
の
種
類
と
数
量
：
 

と
を
指
荥
す
るこ

と

は

で

き

て

も

、

.生
産
過
程
を
完
全
：に
掌®
す
る
こ

と

は
で
.. 

き
な
い
。
彼
の
活
動
分
野
は
、
市
場
関
係
に
局
限
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。

産
業
革
命
は
、
生
産
め
機
械
化
：を
も
づ
て
、
土
場
制
度
の
近
代
化
、
そ
の
普 

1
を
も
た
ら
し
た
• 

°機
械
化
と
共
に
、

の
重
要
性
は
低
下
す
る
。
し
か
し 

機
械
^
が
未
熟
で
あ
る
と
、
手
が
機
械
に
調
子
を
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
逆 

に
、
機
械
が
手
に
調
子
を
合
わ
せ
な
く

.て
は
な
ら
：な
い
か
ら
、
現
場
の
^
^
は 

有
効f

あ
る
。
機
M
.の
高
度
f
と
、
企
業
規
模
の
拡
大
に
伴
ぅ
組
織
の
整
備
.，
 

確
立
に
つ
：れ
.v

a練
の
影
は
薄
れ
；て
、
労
働
者
の
比■重
は
低
下
し
、経
営
者
の 

そ
れ
が
増
大
寸
る
。:'
'熟
練
が
労
働
者
か
ら.^
れ
て
、
機
械
と
組
織
と
に
転
形
し
、 

者
.の
m
中

に

.^
さ
ま
^
こ
と
に

よ

.つ

て

、

近
代
的
^

が̂
淹
立
さ
X
る
。 

生
■

程
を
握
：
？
V
V 

:

は
じ
あ
：て
、
猶
営
は
そ
の
近
代
的
容
姿
を
展
示
す
る
0
.

「

科
学
的
経
営」

.(scientific m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
y
^
、，

s:_
w

 
解

す
1 

ば
、
科
学
的
方
法^
择
営
問
題
に
適
用
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
狭
^
で
は
、 

テー

ラ
I (Frederick W

i
n
s
l
o
w

 Taylor)

を
中
心
と
し
て
展
_
さ
れ
ヒ 

経
営
の
質
子
，
原
理

(principle)

と
技
法cart) 

‘機
構cmechanism.) 

と
を
指
す
。
本
論
：で
は
、
こ
の
用
語
を
後
者
.の
意
味
に
解
す
る
。
科
学
的
経
営 

の
中
核
を
な
し
て
ぃ
る:€
>
は
、
生
産
に
ぉ
.ぃ
,.
.て
、
執

行(doing
)

か
ら
計
面

(
p
l
a
n
n
i
n
g
)
：'

を
分
離
し
、
両
者
浚
別
個
の.人
格
に
担
当
.せ
し
め
る
■と
い
ぅ
考 

え
方
で
あ
：る
。
こ
の
分
離
は
、
脅
働
者
が
熟
練
を
喪
失
す
る

.こ

.と
を
意
味
し
て 

'い
る
。
科
学
的
経
営
は
近
代
馨
成
立
の
道.を
'切
り
開
い
，た
：と
い
え
る
。

近
i

営
成
立
の
半
面
を
な
し

H

い
る
熟
練
の
喪
失
は
、
現
場
で
の
親
方
： 

徒
弟
的
な
隱
制
度
の
崩
潰
、..即
ち
労
働
者
の.同
質
化
を
!1
§.結
す
る
。.こ
の
結
. 

果
、
労
働
組
織
の
形
態
は
職
能
別
組
合

(craft 

b
n
i
c
'y
v
か
ら
産
業
別
組
合 

o
n
d
u
s
t
r
i
a
r
u
n
i
o
n
)

へ
と
推
移
す
る
。
後
者
に
お
い
て
は
、
前
者
が
も
つ
て 

い
た
ょ
ぅ
な
中
世
的
同
業
紙
合
の
残
薛
は
、
も
ば
や
見
出
.さ

れ

な

，
い
.
。

.へ
そ
の
.代 

り
、
.階
級
的
性
格
が
前
面
へ
.出
て
ベ
る
。
近
代
経
営
は
こ
の
畠

^
趴
砠
合
と
の 

対
決
を
：せ
ま
ら
れ
る
。
ノ 

科
学
的
経
営
は
今
世
紀
初
頭
の
産
物
で
あ
る
が
、
い
ま
だ
.に
、

.そ
れ
は
過
去 

の
も
の
と
は
な
つ
で
い
な
い
。「

ア
メ
リ
カ
產
業
に
お
け
る..労

働

考
-̂

仕
事 

(
w
o
r
k
e
r

 a
n
d

想

&)

の
実
際
的
経
営
の
基
礎
，と
な
.つ
て
い
る
考
え
方

」

は 

科
学
的
経
営
で
あ
り、
.し
か

も「

そ
れ
は
全
世
界
に
滲
み
込
ん
で
い
る
ア
メ
リ 

力
的
考
え
方
の
一
つ
で
ぢ
る

」

。
、
計
_
と
_
行
と
の
.分
離
と
い
ぅ
考
え
方
に
、 

現
代
の
響
が
立
脚
し..て
い
る
と
い
え
る0

.

テ
-
ラ
！
は
経
営
の
.機
構

•技
法
と
そ
：の
基
礎
と
な-
て
，.い
，る
原
理 

と
を
区
別
し
'て
お
り
、-.
-
.

「H

場
経
営J.

s.llop M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
v

で
は
、
へ
前 

者
の
説
明
.に
重
点
をS
き

、

「

科
学
；

g
n

営
の
原
理」

(The prinaples 

of 

s
c
i
e
n
t
i
s
c
M
a
n
a

aq
.
e
m
e
n
l
o

't
r
k
'
^
^
-l
s
l
l
^
^
.

'L
v
v'
る
。：

原
理
と
機 

構
と
は
相
互
.に
補
完
し
合
：つ
て
、

：

科
学
的
経
営
と
w
:-
5
全
体
を
形
麻
す
ベ
ぎ
管 

.で
あ
る
が
、'
.
.
.

い
ず
れ
..か.
.一.方
が
偏
重
さ
れ
勝
ち.^
あ
..る。
'
.
.
テー

ラ

1
は
原
理
に

「

科
学
的
経
.常」

の
機
榴
と
：原
理
. 

.

童
き
を
置
ぎ
.す
ぎ
、
：..機
構
を
^
1
す̂
る
こ
.>:
.に
'ょ
マ
て
、
.
誤
り
に
陥っ
た
と

V 

う
ょ
う
な
評
一
一
s
lfe
る
。:•■
他
方
で
は
、
科
学
的
経
営
の
^

^

は
原
理
を
ね
れ 

V
、

狭
.い
視
瞰
し
.が
：も
た
な
い
溥
門
家
に
な
？
て
い
る
と
い
う
批
判
も
あ
る
0

;■ 

' 

• 

•• 

. 

•
>
•
.
.

.

. 

... 

' 
•.

.ど

.

:
.
•
:
‘ 

； 

• 

■ 

•

.

•!
>
経

営

と

：
い

う

用

語

は

^:
;
ぢ

い

.
ろ

灰

意

味

で

用

：
い

ら

れ

て

'
い

る

\0
例

ぇ

ば

、

.「

経

営(Betrieb)J

レ

は

：

r
-

定
か
固
定
的
な
生
産
施
設
に
■お
..い
て
ノ
商 

.

:品「

を
継
続
的
に
生
.酿
す
る
と
こ

‘ろ
の
人
々
の
協
働
組
織
体
で
あ
る」

(

藻
利 

:■
.

重
：隆F

H

場
管
理」

T

頁)

。
、
劳
働
者
も
、
経
営
者
と
共
f
c、

£

に

お

け

 

:

る
経
.営
の
構
成
：員
と
な
る
0
と
と
ろ
が
、
本
論
で
：の
経
営(

m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
)

 

へ
は
、' C

力
働
考
と
区
別
さ
れ
る
。m

a
n
a
g
.
e
m
e
n
t
\

 
の
訳
語
と

-L
て

「

管
理」

.

が

^
い

ら

れ

る

：
こ

ど
^
多

い

が

ハ

こ

の.訳

語

は

、a
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n

に
 

あ

や

る

た

め̂-
へ

保

留

し

て

お

い

た

方

が

ょ

い

ょ

う

だ

。

■:
'

(

2 > 

P
eter F. D

m
c
k
e
r
,

 T
h
e

 Practice o
f

 M
：anagement,1954,

p
r
'
.
-
2

oo
0
' : 

■

•■
..: 

•

(

3:
>

.:
;「

課
業
観
念
を
？
徙
づ
て

：

ま
た
課
業
制
度
を
は
な
れ
て
テ
ィ
ラ
ァ
.
シ 

'.
ス
テ
.ム
：を
把
握
す
る
の
へ
は
ン
つ■い
/に
不
贫
.能
ー
と
貢
は
ね
ば
な
：ち
な
い

」

か 

*ら
、
：「

テ
'ィ
デ
ァ
.ぱ
課
業
観
念
を'「

原
理」

か
ら
解
放
す
る
こ
'と
に
ょ
っ
て 

:

つ
い
に
ぞ
の
特
質.を
货
擬
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
.恐

ら-<
-
テ
ィ
ラ
ァ
が
彼 

:

の
.提
唱
.す
を
諸
種
の
'制
度
に
対
：す
-2
)非
難
：と.攻
難
と
；に
遭
遇
し_て
、

こ
れ
1を 

一
，
.
_避
：̂

と
*
に
、
.更
：に
紐
り
線
営
管
理.の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
行 

.

.

.動
に
対
し
そ
%:
.妥
当
1>
う
る
：科
学
的
管
理
を'主
張
せ
ル
と
し
*:
こ
と
に
捣
ひ 

'
さ
：れ
'た
め
'で
お
ら
ヶ
：K

S
利
鸾
隆：

S•

.'I

 
五

'(

1

Q

H五)

一



(

4〕
Dracker, op. 

c
i
r

p. 2
8
1
.

觅
に
、

続
け
て
、

ド
ラ
ッ
カ

I
は 

へ
.「

科
学
的
経
食
に
ら
い
て
の
フ
最
も
内
激
^
る

フ

最

レ

有

ー

カ

な

陳

述

ぼ

つ

ち 

.
V日
セ
-
^/
ブ
九
，
--
*i .1.

架

、

ア

ィ

リ

力

讓
.金
の
#
別
委
員
佘
で
、
：
テ
！

^

丨
が
-'
.
- 

な
し
た
il
H
'-
B
'で
あ
る」

(Ibid*, p. 282)

と
.述
ベ
て
い
る
。
こ
の
委
員
会 

は
、：
.r

科
学
的
経
営」

に
対
す
を
労
働
考
の
否
定
的
靡
度
の
強
：化
を
契
機
と
，：
 

し

て

、

敦
置
さ
へ
れ
^

0そ
こ

で

のテ
，丨

ラ

ー

の
'
S
日
は
、

科

学

を

こ
：：

え

て

、
， 

赍
使
協
調
の
哲
学
々
.説
い
て
.い
.る
観
が
あ
る
。

1
、

科
学
的
経
営
の
機
構

科
学
的
経
営
は
、
：■そ
の
特
徵
か
ら
し
て
、

課
槳
経#-
h
p
s
^
t 

m
e
n
t
)

と
も
呼
ば
れ
る
■ °:
;成
行
制
度
.

(drtgting 

3
7^0日)
：
と
対
比
す
を
こ
一
 

と
に
ょ
つ
て
、
li
i

^
の
特
質
は
_
ら
が
に
.さ
れ
る
。
.従
、マ
て
先
ず
、
M
者 

の
比
較
が
な
さ
れ
，る
。
次
に
、
課
業
制
度

(task s
y
s
t
e
m
)

の
内
容
を
分
析 

し
な
が
ら
、
科
学
§
释

営

.の

機

構

の

基

軸

と
な
つ
て
い
る
も
の
が

®
明
さ
れ

(
U

 

.成
行
制
度
と
課M

S

.
:
「
H

場
経
営」

が

「

書
か
れ
た
主
た
る
因
的
は
、
高
い
賃
金
と
低
.い
：労
務
費 

(
h
i
g
h

 

w
a
g
e
s

 

a
n
d

 

l
o
w

 

l
a
b
o
r

 

c
o
s
t
)

が
最
善
0
释

■の
土 
合
で 

あ
る
と
、王
張
し
、
最
も
謹
な
諸
事
情
の
下
に
.お
：い
て
，さ
え
、

：

->
-
Jれ
ら
の
諸
条 

件
を
維
持
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め.る〗|

般
的
諸
原
則
を
明
ら
か
に
し
、
.
貧 

弱
な
制
度(poor S

y
s
t
e
m
)

を
改
善
さ
れ
た
経
営
形
態

(
b
etter t

y
p
e

 .of 

m
a
n
a
g
e

日
e
nct
-

)

に
変
え
る
の
に
採
ら
る
べ
き
だ
と
、
著
者
が
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
の
様
々
な
段
階
を
示
す
こ
と
で
あ
る
/

贫
弱
な
制
度
と
し
て
問
題
にI 

き
れ
々
の
：ば
、
べ̂

制̂
鹰
で
知
り
^
蓮
荷
さ
れ
た
！
！
^

^

^

^

、

S

S

 

で
あ
る
0
:
:
:
労
働
者
に
対
し
で
：は
高
い
實
金
を
每
え
な
が
.ら
、
，.響
に
と
つ
て
は 

低
い
労
務
費
を
実
現
す
る
こ
も
に
よ
■課
業
経
営
は
両
者
の
利
害
の
合
致 

を
可
能
な
e>
し
.め
る
。
こ
.の
、

一
見
、';
矛
/1
.す
る
^
態
は
、
課
業
制
度
に
よ
る 

生
産
能
率
の
一
向
上
.に
よ
ら
て.理
解

さ

れ.う
'る

:0
•

テ
：
丨
ラ
；
丨
：は

能

率

$

を
策
し
た
が
>'
彼
が
直
面
し
.た
問
題
は
息
業

(sol

diering) 
で
；あ

：
？
た
。

湓

業

と

.い
う
の
：は'「

丸
，一
日
分
の
仕
讓
を
す
る
こ
と
を 

回
避
す
る
よ
う
に
、
故
意
に
、
の
ろ
の
ろ
と
働
く
こ
と
で
あ
る

」

。

翌
時
の
ア 

メ
リ
ヵ
で
は
’
ソ
つ
怠
豢
は
産
響
社
に
殆
ん
ど
臂
遍
的
に
み
ら
れ

」

^
。
こ
'れ

を
や
め
る
と
、
—»

各
人
'
.#:

機
械
の
生
産
高
は
、.平
均
し
て
、
_.

一̂
fi

く
ふ
え

.

.

.

. 

(

2)

る」

。
テ
ー
ラ
|;
:
は
：こ
：の
お
う
に
述
べ
て
い
る。
，

-

-1
怠
業

は

ニ
.0
め
原
因
か
ら
出
て
く
る。
' 第

-*
は
自
然
的
怠
業(l

u
r
a
l

 

s
o
l
d
i
e
r
i
n
g
)

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
楽
を
し
よ
.う
と
す
る
自
然 

的
な
本
能
.
'性
向
か
.ら
出

て

く

る

。
第
一

I

は
.組
織
的
合
豪
.(s

y
s
t
ematic 

soldiering
)
：，

と
呼
ば
れ
る
：も
の.で
あ
り
、.

そ
れ
は
他
人
と
の
関
係
に
起
因
す 

る
、
よ
り
込
み
入
，つ
た
、
生
得
で
な
い
悤
想
.推
理
か
ら
出
て
く£ 3
ギ
人
々
©
自 

然
的
息
け(natural, laziness )：

も
深
刻
で
あ
る
が
、
労
働
者
と
雇
主
と
が 

悩
ん
で
い
る
、
ず
つ
と
ひ
ど
い
害
悪
は
、
組
織
的
怠
業
で
あ
.る
。
S

の
経
営
方 

法
-

(ordinary s
c
h
e
m
e
s
:

 o
f

 m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
)

を
採
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で 

は
、

こ
れ
は
殆.ん
ど
普
遍
的
r
み
ら
れ
る
。.そ
れ
は
、
労
働
者
、が
彼
ら
の
最
善 

の
利
益
を
促
進
す
る
の
：は
何'で
あ
る
か
を
慎
重
：に
研
究
し
た
末
に
、
出
て
き
た

:
も
0.

で
あ
る」

。：

息
業
の
鼠
因
と
し
て
、X
丨
ラ
ー
は
三
つ
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
う 

ち
注EI

す
べ
き
ぼ
、「

不
完
全
'な

経

営

制

度

(
d
e
f
e
c
t
i
v
e
」
s
y
s
t
e
m
s

O
H? 

m
a
j
l
a
g
e
m
e
n
t
)
J

で
あ
る
。「

こ
れ
ら
の
制
度
は1

般
に
行
わ
れ
て
お
り
、

‘そ
れ
ら
に
.よ
.っ
て
、
彼
a
身
の
最
善
の
利
益
を
守
る
た
め
に
は
、
，労
働
者
ば
怠 

業
し
た
り
、
：
お
そ
く
働
い
た
り
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

」

。

こ
れ 

か
ら
.し
て
、
労
働
者
が;0
;
業
す
る
の
は
、^
自

身

の

咎

で

は

な

く

て

、
盒

_

を 

余
儀
な
く
す
る
よ
う
な
制
度
を
採
用
し
て
い
る
経
営
者
の
寶
任
で
あ
る
と
い
う 

こ
>
に
な
る
ノ.，

:

r

,
.

:

.

「

I

g

l業
の
技
法
が
よ
く1

し
て
：い
る
の
：ぱ
、
：
出
来
高
仕
辦@

0

?
 

ミ
0备
>
の
下
に
お
い
て
で
あ
る
。
労
働
者
が

1

生
懸
命
働
い
.て
、
彼
の
生
産
高 

を
増
加
さ
ぜ
た
結
果
、

1

靣
も
三
回
.も
、
彼
が
し
て
い
る
仕
事
の
：単
価
を
下
げ 

h
れ
る
と
、
彼
は
物
歌
を
雇
、王
の
立
場
で
み
な
く
な
り
、
と
れ
以
上
の
切
下
げ 

(
c
u
t
s
)

を
避
け
る
に
は
.、1 ;
業
に
よ
る
他
ゆ
な
，い
と
い
う
決
、む
を
固
め
る
'に
.至 

る」

。
.労
働
者
の
怠
業
は
雇
主
の
賃
率
切
下
战

(rate-6utting
>

ベ
の
^

^

 ̂

で
あ
る
'0
出
来
高
^

^(

甘
畀
6
:
:
1
&
.
3
:
^
0

日)

の
下
で
は
、
労
働
者
が 

能
率
を
あ
げ
を
と
、®
主
.は
賃
率
切
下
げ
の
誘
惑
に
ざ
ら
さ
れ
を
。
'と
の
よ
：う 

な
_
惑
を
私
い
除
け
る'ご
と

に

よ
.̂
て
、
怠
業
は
防
企
さ
れ
、
経

営

蟹

は

改 

善
さ
れ
る
。
と
の
敗
善
の

1:

例
と
し
て
、,
''
タ
.ゥ
ン
.*:
.
.
'
ハ.ル
シ
I
案
ハ
f

 

I— 

H
&
e
y

ガ
1
&)

'-
-が
あ
げ
ら
れ
る
。
ニ
 

ニ
：
'
丨
 

,

.
:

「

実
施
ざ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
、
普
通
の
経
猶
度
の
な
か
：で
最
も
よ
い
の

は
、
.タ
ゥ \

 

X
H
^
l
r
^
w
'
T

o-
^
I
I
e
^

g

 
よ
っ
.
'

H

 

天綱
族
創̂
私
、
-'
.：

ハ
：ル
ツ

.

.

.

. 

•
. 

. 

' 

. 

. 

.

.

.

.

.

. 

. 

. 

- 

■ 

•
:
-

ニ

-「

科
学
的
経
営
し
の
機
-
と
原
理

1(

F
. A,

 H
a
l
s
e
y
)

に
よ
？V

実
用
化
さ
れ
た
案
で
あ
る

J

 

.「

こ
の
タ
ウ
ン 

.
ハ'ル
シ
|
桊
の
本
質
は
職
務0 ,
0
5:
が
な
さ
れ
た
最
短
斯
間
を
記
録
し
て
、

こ
れ
を
標
準
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
に'あ
る
。
'労
働
者
が
と
れ
よ
り
短
か
い
時 

間

に

仕

事

あ

兄

た

な

ら

ば

：、
ノ

彼

汾
仕
事
に
#

_

し

ャ

い

た

吣

間

に

対

す 

る
«-
.僉
が
支
私
わ
れ
た.

ij

に
：V取
ぐ
働
い
た
£
と
に
対
す
る
.
®
? 

(
p
r
e
&
T
a
m
)

 

が

与

え

ら

れ

る

。
：
：
：：

.：
-;
の

猶

度>,
普

通
.の
出

来

高

仕

事

と

：
の

間

の

祖

違

は

、
，

' 

出
来
高
仕
事
で
の
労
働
者
は
、
；
実
際
時
間
：と
標
1

間

と
€>
.
間

の

差

額

の

全

部 

を
獲
得
す
る
：の
に
、V

ダ
ウ
ン
；
. ；：

ハ
：
ル
：
シ
ー

案

の

下

で

ゆ

、
へ
労 

の
. 一
^
分
の
み
を
_
得
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る

」

。「

こ
.の
^
度 

は
、
：
そ
れ
が
：怠
業
を
減
沙
さ
せ
る.と
い
タ
观
_
で
、〗

成
功
し
て
い
る
々
こ
れ
は 

次
の
辦
実
^
全
面g

に
基
い
て
v>
各
。：勢
働
者
は
、
彼
が
出
来
高
仕
事
で
檩
準 

、
を

超

過

し

た

場

合

に

獲

得

す

.る
給
与
の
増
加.の
、
例
え
ば
、
三
分
の
一
し
が
受 

け
取
6
な
：い
が
:̂
、
7
1
県
王
が
単
価
を
切
丨
下
げ
：る
と̂

5

1は
、
出
来
高
仕 

#
ほ
ど
.に
：は

存

祇

し

な
^

。

.

:
..
;

.

タ
ヴ
ン
ー

-;

，ハ'ル
：
シ'丨

案

は

時

間

給

制

度

一ra
t
e
: s
y
s
t
e
m
}

に
出
来 

高
給
制
度
を
加
味1>
た
% ;
0:
ぜ
：あ
：る
',
0
:そ
が
：で
は
、
；出

来

高

給

麗

の

.場
合
よ 

り
も
、
，.労
画
者
各
自
の
賃
金
差
ば
小
一
：で
あ
る
。；
よ
0:
注

目

す

べ#
■ゆ
、
こ
の
案 

k
'J
:
'る
と
、：

能
率
向
上
か
^
生
じ
.た

利

得

の

過

半

は

.
雇

主

め

懐

中

に

入

る

と 

い
5-
:
;ど
夂

で

あ

る0ー
こ〉

の
嫌
に
：、
，
-»:
汪
：は

霞

讯

下

げ

の

寥

を

免

れ

ぅ

る

0ぺ
 

賃
率
樹
下
げ
を
伴
わ
な
い̂

賃
金
案
.an

a
n
c
E
'
.
i
n
c
e
n
t
i
v
e
,

 

plan) 

と
■し
て
、
_タ
■ウ
V
,
.
. 

•
_ 

.

ハ'
.ル
：シ
I
案
は
テ
.
1
ラー

に
高
/
^
>評
値
$-
-れ
.て
；.い
る..
0金
... 

銭
的

誘
因
(611§

131

1
§

§江
3:
;
}を
11
視

す

る

点

で

，は
、
ヾ
テ
ー
ラ
ー
は
タ
ウ

■

一
 

七

(

一
 

0

Hセ)



.
' y
.,
 C

ル
シ
i
案
に
共
鳴
し
て
い
る
。.

「

脅
働
者
は
特
別
の
給
与

(
e
x
t
r
a

 .
p
a
y
x

 

を
^
'

i

る
こ
と
.な
し
■に
は
、.特
別

の

：働

き

を
#
る
.よ
ぅ
に
誘
致
ざ
れ
え
な1\
と 

VV
V
、
''
,極
め
て
童
要
な
取
実
を
認
め
て
い
る
点
で
：は
、
>
 ウ
ン
’
ハ
ン
ル
シ
：I
制
,'
. 

.
€と
課
業
経
當
と
は
共
通
し
て
い
る

」

。

'
..: 

/

.

(両
者
の
根
本
妳
相
違
は
、‘テ
一
ラ
ー
.が
タ
ウ
シ
.
.:
ハ
ル
グ
'丨
制
度
を
成
行
制 

'度
と
し
.て
特
微
づ
け
る
時
に
、
露
呈
：す
る'。「

V
成
行
に
ま
か
♦
る
"(drifting) 

が
、.
.タ
ゥ
ゾ
:
ハ'
.ル
シ
ー
制
度
を
最
も
正
確
に
説
明
し
て
い
る
4
ぅ
に
思
わ
れ 

.る
。
何
と
な
れ
ば
、1経
営
が
ス
。ヒ
1;
'
卞
問
題(speed p

r
o
b
l
e
m
)：

を
労
働
者 

に
ま
か
：せ
.て
し
ま
.っ
て
い
.る
が
故
に
、
労
働
者
は
、
彼
ら
の
偏
見
と
気
.ま
ぐ
れ
に： 

影
響
さ
れ
て
，
あ
る
時
は
、

1:

0
の
方
向
に
へ
あ
る
時
は
、
他
の
方
向.へ0
P

 

(drift)

か
ら
で
.あ
る
。.
.し
が
.：し
大

局

的

に.み_る
と

、.
.
.
早

晚

、.：.割

増
€>
-
^
^
を 

受
げ
て
、
：
よ
り
高
度
の.ス
ピ
ー
ド
.に
叙
っ
.：て
動
く
。u

の
成
行
は
達
成
さ
れ

>0 

最
終
結
舉
に
つ
い
.て
も
、
と
' の
n
n^

fc
達
す
る
た
め
に
..か.か
る
時
間
.-'^

つ
.

い
：て
，
 

も

、
，
共

に

、
'
不
叙
則
性
と
不
確
実
性
と
に
ま
と
い
つ
か
れ
る
。
.
こ
れ
と
は
へ
っ
き 

り
し
た
対
照
を
な
し
て
い
る
の
：は
、
課

議

営

の

下

で

、

S

と
労
働
者
と
の. 

双
方
に
よ
っ
て
、
11
^
さ
れ
て
い
る
明
白
なm
標

と

、
：
使

用

さ

れ

る

手

段

.に
つ 

い
て
^

^
仕
蕲
が
な
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な̂
時
間
に
づ
い
て
&

問
を
残
さ
：，
 

な
い

明

瞭

な

寒
.と
：で
あ
る
0
,
'こ
れ
ら
の
諸
要
素
が
一
一
亡
の
制
度
の
間
の
嘏
本 

的
1

を
な
し
て
い
る」

0

■〈

な
さ
る
'ベ
き
仕
_
の
'遂
行
^
必
要
な
時
間
を
決
定
す
る
ス.ピ
.
1ド
問
題
を
、 

誰
が
担
当
す
る
が.に
つ
い
て
,'
*
三
つ
の
場
合
が
あ
る
。
即
ぢ
孽
王
.と
労
働
者
と 

の
い
ず
れ
か
.一
方
が
担
当
す
る
場
合
と
、
双
方
が
担
当
す
る
場
合
と
が
あ
る
。 .

.

. 

. 

T

 
八 

'
(
C
I
O

三
.八)

'观
方
が
批
当
す
る
矣
^

い
被
起
る
が
ら
ゥ
決
讓
ば
い
ず
れ
か
一
方
に
あ
る 

:
方
が
：上

い

。
.:
'
;-—
1課
|
1
^
.の
：本

質

は

、
.
ス

ピ

丨
ド
問
題
の
統
制
が
全
く
餐
侧 

に
，あ
'る
と
い
う
^

^
に
存
す
る
0 

.こ
れ
に
反
し
て
、：

 

'タ
.ヴ
シ

，
ハ
ル
シ
ー
制
度 

め
寘
の
強
味
.は
、
ぃ
そ
の
制
度
の
下
で.は
、
へ
経
営
侧
の
千
渉
な1,
に
、
専
ら
^

# 

者
に
よ
-?
'
.て
.、
ス
ピ
I
ド

の

疑

問

が

裁

定

ざ

れ

る

と

。
い
ぅ

^

^
に

あ

る

」

0
.

テ
'—
，

ラ~

は

タ

ゥ

ン*
ハ
，ル

シ

一

制

度

を

「

科

学

的

経

営

又

は

課

業

経

営

と

'の 

対
照
^
お
い
て
、
•/
/創
意
と
誘
因
/<
:
.の
経
営(

日
段
2
1段(̂
6
;
0
1
<1
)
1
1
1
:
0
:
£

|-
.
.
2
1
法
3
;
1
^
<5
(1
)

.

.■ 

c13
>
.
.
. 

: 

-

a
n
d

 i
n
c
e
n
t
i
v
e
)

と
呼
l_
y
ん
.で
い
.る
。
こ
.

の
形
態
の
経
営
で'は
、
.
生

産

の

創 

遺
は
：労
働
者
良
委
れ
ら
れ
、
こ
：れ
を
発
揮
さ
せ
る
誘
因
と
し
で
、：
雇
主
は
労
働 

、
者
に
割
増
を
与
先
を
。''
'
'
.

「

経
営
;0
'
こ
：の
ボ
い
够
態0
下
で
は
、
成
功
は
エ
員
の 

"創
意
〃
を
ぅ
を
.
«!
:
'
.
と
^
全

'<
依
存
し
て「

.い
る
0
.:..と
■こ
ろ
が
、'
こ
の
創
意
が
真
'に
■ 

え
ら
れ
る
の
.は
稀
で
あ
る
。
科
学
的
響
の
下
で
は
、
労
働
者
の
〃
創
意
"

(

即 

ち

彼

ら

の

懸

命

な

働

き

：：
，
彼

ら

の

好

意

，
彼

ら

の

器

用

さ

)

が

、
，
古

い

制

度

の

」 

■下
で

可

能

で

：あ
る

：、よ

0'
も
.、
大
き
な
程
度
で
ぇ
ら
れ
る
の
は
、
絶
対
に
間
違
.い 

な
い
.。
労
働
考
の
侧
.で
の
こ
0
改
善
.に
加
ぇ
^

経
営
者
は
新
し
い
重
荷
を
負 

5r
Y

重
荷
と
い
ぅ
の
ば
、
科
学
的
馨
の
西
つ
ウ
渠
的
原
理
で
あ
る
。

： 

(drifting m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
)：

に
対
す
る
課
業
経
営
の
特
色 

:

は
::
-
'経
営
が
1ス
ピ
丨
ド
問
題
を
担
当
し
、
：.こ
れ
を
科
学
的
に
決
定
す
る
と
い
ぅ 

'.
こ
と
ー
に
求
め
ら
れ
る

0ー
 ：

親
的
赁
金
制
度
を
採
用
し
て
い
る
点
で
は
、
両
者
は 

共

通

し

で

い

る

。
：
：成

行

奮

は

専

ら

給

与

p

度

の

被

善

に

よ

り

能

率

を

向

.上
さ 

、

せ
よ
ぅ
.と
し
也
0
;-,
レ
か
：し
科
学
的
響
の
下
で
ば
、
探
用
さ
れ
る
特
定
の
給 

■#
制
度
は
、
単
に
第
二
義
的
要
素
の

K

つ
に
し
が
す
ぎ
な
い

」
T

一
づ
の
出
来
高

給
制
度」

(A. P
i
e
c
e

 R
a
t
e

 S
y
s
t
e
m
,

 

1895)

を「

書
い
た
著
者
の
主
な̂1 

的
は
、
よ
き
経
営
の
塞
礎
と
し.

V
、

単
位
時
間〈u

n
i
t

其m
e
s
)

の
研
究
を
唱 

導
す
る
こ
と
：で
あ
：
っ
龙
。
不
幸.に
も
、

彼
は
、.
同
時
に
、
："差
別
賃
率
的
〃
出 

来
高
給
制
度(

BJfferential r
a
t
e

 s
y
s
t
e
m

 o
f

 piece w
o
r
k
)

を
説
明 

し
た
。…

…

彼
は
、
後
者
が
全
く
第.一
一
，次

的

重

要

姓

し

か

も

た

な

い

と
い
う

こ

. 

と
を
注
意
し
て
お
い
た
：の
に
、"
単
位
時
間
"
の
研
究
.に
は
言
及
さ
れ
な
い

. 

で
、
差
別
賃
率
が
内
外
の
雑
誌
で
広
く
論
ぜ
ら
れ
だ

〕

。「

基
礎
と
し
て
の
正
確 

な
時
間
的
知
識
を
も
つ
て
い.る
と
、
ど
ん
な
経
営
方
法
で
も
、
驚
異
的
な
大
成 

果
が
え
ら
れ
る」

。
科
学
的
経
営
に
お
い
て
、
第
一
次
的
重
要
性
を
も
っ
て
い
. 

る

の

，は

、
単

位

時

間

の

研

究

、

郎

ち

基

本

的

時

間

研

究

(
e
l
e
m
e
n
t
a
r
y

 t
i
m
e

 

S
t
u
d
y
)

で
あ
り
、
こ
れ
が
経
営
の
手
に
よ
っ
て
、
.科
学
的
に
な
さ
れ
る
と'い. 

う
こ
.と
に
、
科
学
的
経
當
の
真
髄
が
存
す
る
。

ノ
.
':
,

-こ
の
時
間
研
究
に
よ
つ

て
、
課
業
が

設
矩
さ
れ
る

0
.
課

業

を

構

成

す

る

の 

は
、「

予
め
計
画
さ
れ
た

吐
难

(
w

o
r

k

 

p
l

a
n

n
e

d

 

i
n

 

a
d

v
a

n
c

e
)
」

で
あ
り
、

「

こ
の
課
業
は
何
がな
さ
れ
る
べ
き

か
.の
；み
な
ら
ず
、，そ
れ
が

い
か
：に
し
て

な 

さ
れ
る

か
、
そ
れ
を
な
す
の
に
許
容
さ
れて
い
る
時
間
を
- %

明
示
す
.る」

。
こ
れ 

ら
を
具
体
的
に
表17K
す
る
の
が
、
指

図

票(instruction, c
a
r
d
〕

で
あ

る

。 

•課
業
を
作
り
、
こ
れ
を
実
施
す
る
の.が
、

.

科
学
的
経
営
の
任
務
で
あ
る
。
^「

近
.

代
的
な
科
学
的
経
営
に
お
け

>9

最
も
重
要
な
、'
-単
一
の
要
素
は
.、：：€

業

観
.念
： 

(task i
d
e
a
)

で
あ
が」

。
こ
の
観
念
は
何
も
新
しい
こ
と

で
は
な
い
。
学

校

で
, 

は
、

「

は
っ
き
り
と
し
た
課
業
が
、
教
師
に
よ
っ
て
、
生
徒
に
出
さ
れ
る

」

。 

こ
の
課
業
に
銮
い
て
、
教
宥
は
効
果
を
あ
げ
う
る
。

•課
業
観
念
はr

科
学
的
経 

>

,
-1
科
学
的
経
営」

の
微
櫞
と
康
理 

-

営
め
機
構
の
極
め
て
重
要
な
要
素
に
な
；？
て
い
る
の
で
、
多
く
の
人
々
に
よ
っ 

て
、
科
学
的
释
営
は
，
"
課
業
経
f

と
し
て
知
ち
れ
る
よ
ぅ
に
な
っ
て

r

を」

。 

課
業
経
営
は
生
産
に
お
け
る
創
意
を
労
働
者
の
手
か
ら
も
ぎ
取
っ
て
、
そ
れ
を 

経
営
.

Q:

も
の
に
す
今
こ
の
！

p
i

形
態
に
お
い
て
、.は
じ
め
て
、
経
営
は
生
産 

へ
滲
透
し
、
近
代
的
経
営
が
成
立
す
る
。
：
成
行
経
営
か
ら
課
業
経
営
へ
の
移
行 

は
\
経
営
の
近
代
化
を̂

^
し
て
い
る
--
0 

成

行

奮

で

は

、\賃
金
制
度
が
経
営
の
全
内
容
で
ぁ
っ
た
：が
、
科
学
的
経
営 

で
は
、
課
業
制
度
の.確
立

が

：経

當

の

中

核

的

内

容

'を
な
し
て
い
る
。
そ
れ.に
も
■'
 

拘

ら

ず

、
：
金

銭

的

誘

因

は

、
，
依

然

：と
し

.て
、
科
学
的
経
営
に
お
い
て
、
重
視
さ 

れ
て
い
る
。
：

「

課
業
と
賞
与■ (

b
o
n
g
)

と
は
、…

…

科
学
的
経
営
の
重
要
な 

要
素Q:. 
ニ
つ
を
な
し
.て
い
る
。:.
-

ら
ニ
：つ
.は
、
そ
れ
ら
が
用
い
ら
れ
る
前
に
、 

こ
の
^

#
の
他
の
諸
罾
^
、§|
1
ち
^
画
部
@

目

8.
起

d
e
p
a
r
t
m
e
n
t
)

*

確 

な
時
間
研
発
•方
法
：.と
用

具

の

標

準

化

，
手

順

制

度

c
s
u
t
i
n
g

 s
y
s
t
e
m
)

 

•
職 

能

.'
^
職
長(functional f

o
r
e
m
e
n
)

又
は
教
師
及
び
、
多
く
の
場
合
に
は
、 

指
図
票
.
計
算
尺CSHde-rules )

等
を
要
求
す
る
と
こ
ろ
の
頂
点

(
c
l
i
m
a
x
)， 

で
あ
る
と
'い
.ぅ
事
実
か
ら
し
で.、
：
特
別
に
重
要
で
あ
，
&

0
•

馨

に

：お.い
そ
は
、
そ
の
対
象
が
：人
間
で
あ
る
か
ら
、
：
動

機

(

日
0穿

&
>
が 

問
題
と
な
る
。
：動
機
と
：い
ぅ
観
点
が
ら
丄
%

課
業
と
賞
与
と
が
重
要
で
あ
る 

.と
さ
れ
る
。.明
確
な
課
業
ば
.「

脅
働
者
に
は
っ
き
り
し
た
檩
準
を#
え
る
。
こ 

れ
に
よ
っ
て
、
彼
は
日

」

々
猇
自
身
o
進
歩
を
^-
'
全

.
に

測

定

す

る

こ

と

が

で

き 

る
，
そ
の
_成
就
は
彼
に
最
大
め
漓
足
を#
え
る」

.°
'課
業
を
設
定
.し
な
い
と
、 

進
歩
は
期
待
し
難
い
。
：̂労

働

者

に

日
.々.の
^ '
業
を
設
定
す
る
の.み
な
ら
ず
、

.

、

•
' 

一

九(

一•〇
三
九)

.



彼
が
所
与
.の
時
間
内
に
、'
.そ
：の
課
業
を
完
遂
し
た
時
に
は
、
常
に
、
大
き
な
C
M.
 

#
又
は
1

.
が
克
私
わ
れ
な
く
：て
は
な
ら
な
い

」

。：
課
業
は
、
賞
.与
と
結
合
し
：

て
办
み
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
ぅ
る
。

：

 

•

• 
■
 

■ 

• 

. 

.
>
. 

. 

>

*.
- 

.
•
•
_

'息
業
を
発
生
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
て.い
る
の
.は
、
出
来
高
給
制
度
そ
の
も
の" 

で
は
な
く
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
経
営
の
不
用
意
で
あ
る
と
さ
れ

.て
'い
る

。

こ 

■れ
'か
ら
し
て
、.課
業
経
営
は
い
ろ
い
ろ
な
形
態
の
賃
金
制
度
と
結
び
付
く
が
、 

■

と
し
て
の
効
果
と
い
ぅ
観
点
か
ら-.
v
差
別
賃
率
的
出
来
高
給
制
度
が
特
に 

推
奨
さ
れ
て
い
'る
。

「

経
営
の
第1

.目
的
は
高
い
賃
金
低
い
労
務
費
と
を
結 

合
す
る
こ
と
で
：あ
り
、•：
：
•こ
の
目
的
は
次
の
原
理.の
^
用
に
よ
っ
て
極
め
て 

容

易

に

、達
成
さ
れ
^
?

J

と
、
：
テI

ラ

ー
は̂

ベ
'、

四

つ

の

原

理

が

あ

げ

ら

れ

て 

い
る
.'。
第j

は
太
き
.な
日
々
の
課
業
、‘第
一
一
は
標
準
的
諸
条
件
で

.あ

り

、.'
第

三 

は
成
功
に
対
す
る
高
い
給
与
、
第
四
は
失
敗
の
場
合
の
損
失
で
あ

^p
.

第

三
, 

第
四
の
原
理
を
実
現
ざ
せ
る.に
は
、
差
別
賃
率
的
出
来
高
給
制
度
が
好
適
で
あ 

る
0 .

こ
れ
ら
一
ー_つ
の
.原
理

が「

必
要
.と
さ
れ
る
の
は
、
.
日
々
の
課
業
の
完
遂
を

S

 

.
 

-

:

強
制
す
る
た
め
で
あ
る

」

。
課
業
経
営
は
、
タ
ゥ
ン•

ハ
ル
シ
ー
案に
お

.
い

て

、
.
 

I

痧
廃
棄
さ
れ
た
出
来
高
給
制
度
を
復
活
す
る
ば
.か
り
で

な

く

、

#

^

な
砠
来 

高
給
制
度
よ
り
も'
i

の
強
い
差
別
賃
率
的
出
来
高
.給
制
度
を
支
持
す
る
傾 

向
を
も
つ
。一

般
的
に
い
マ

て

、

課
業
経
営
に
支
持
さ
れる
の

は

、

極
度
の
能 

■率
給
制
度
で
あ
る0

.

..
: 

•
- 

(

ニ)

課
業
制
度
、
特

に

計

画

部.

.課
業
は
時
間
研
能
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る
か
ら
、
課
業
経
営
に
お
い
て
、
時 

間
研
能
は
基
本
的
な
重
要
性
を
も
つ
。

「

時
間
測
矩
を
確
実
に
な
す
殆
ん
ど
唯

1

. 

. 

ニ
〇

.

(

一
〇
四
〇)

'の
ゃ

ヵ

游

は

、
，
労

働

者

0,
仕
事
を
儲
要
素
^
分
解
し
、各
要
素
に
：っ
い
て
、
別
 々

に
、

時

間

を

測

る

：こ
と
：で

^

^
'0
従

っ

て

時

間

研.^
は

動

祚

研

究

(

|

^
§
 

'
s
t
u
d
y
)

と

不

可

分

に

結

合

し

て

：い
る
。
：：荷

間

研

究

の

前

提

と

'な

る

動

作

研

究 

.

に
お
い
.て
ぼ
、'
#業
改
善
ぶ
問
題
と
な
る
。
：
そ
の
：§

は
標
準
化
で
あ
る
と
い 

.え
る
。
：
：一‘；番
上
；1:
>
動
作
，.
用
具
を
集
め
て;>
1
.
:
1を
作
る
の
が
、
標
準
化
で 

、
あ

る

.°
作
業
改
善
.-
標
準
化
は
_
間
！

：-
課
業
設
定
及
刖
提.で
は
あ
る
が
、 

.科
学
的
経
営
の
す
べ
て
で
は.な
い
。
科
学
的
奮
の
本
質
を
個
別
的
^
^
の
改 

善
に
：あ
...
る
と
す
る
の
.' は
、
.そ
の

矮
小
^
で

あ

り

、
枝

^

^

節

に

捕

わ

れ

る

こ

と 

'を
意
味
す
る.。
：

'

.

.

:

.

:

、

.

.

テ
！
ラ
ー
は
作
業
改
善
に
づ
い
て
の
拿
例
を
多
く
あ
げ
て
は
い
る
が

、

i

 

問
題
を
労
働
過
程
の
技
術
的
改
善
に
解
消
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ 

た
。
経
営
問
題
の
真
髄
は
、
''
:個
々
の
作
業
改
善
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
を 

綜
合
し
て
の
組
; «
の
合
理
化
、
そ
れ
に
基
づ-'
<
経
営
方
法
の
改
善
に
あ
る
。
そ 

れ

は

個

別

的

で

..あ

る

よ

り

，も
、
s'
合
的
で
あ
る
。
テ
ー
ラI
は

Ja
^
に
焦
点
を 

合
わ
せ
、
，取
り
上
げ
る
経
震
は
、
，
職
長
で
あ
っ
た
が
、
即
ち
バ

1

ナ

i

ド

 

(
C
h
e
s
t
e
r

 

I
r 

B
a
r
n
a
r
d
)

や
フH.

イ
ヨ
ル(H

e
n
r
i

 F
a
y
o
l
)

の
よ
う
に
躉
筒 

:
§

廣
か
ら
の
展
敦
^
は
な
か
，.っ
た
が
、

根

本

的

に

、は
、

彼

は

彼

ら

と

同

じ

よ 

，う
.な
関
心
を
も
っ
.て
い
.た
よ
.う
.で
あ
.る
''
0

.

.
「

す
べ
て
©
大
事
業
は
協
働
■に
よ
..っ
て
な
さ
れ
る
時
代
が
到
来
し
つ
づ
あ 

城」

0「

過

去

に

お

い

：：て

は

、
：人

間

が

第

：一
で
あ
り
た
が
、

.未
来
に
灰
い
て
は
、 

制
度
が
.第
.

. 一(

_,で
ある
1—
-

。

テ

,
1
.
ラ
■
丨

は
彼
の
.

時
代
を
こ

，の

よ

う

に
眺
办
.て
い
た
0 

. 
■ 

こ
れ
か
ら
し
.て
>
紙
織
の
.重
視
が
導
か
れ
る
。「

遂
行
さ
る
べ
き
仕
寄
が
入
り

組
ん
で
い
る
時
に
は
、
貧
弱
な
機
械
設
備

(
p
o
o
r
.
p
l
a
n
t
)

を

も

つ

よ

い

組

ま
.'
脳
的
務
的
仕
事
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
、

~計
画
部
に
集
中
さ
れ
る
。
計
画
部 

は
、
貧
弱
な
組
織
を
む
つ
最
善
の
機
械
設
備
よ
り
も
、
よ
り
よ
い
結
果

.を
#
え

の

.独
立
が
、
科
学
的
経
営
に
お
け
る
工
場
組
織
の
#
色
を
な
し
て
い
る
。
次
に
、

る
だ
ろ
58」

°
;臾
に
、
機
械
設
備
は
、
借
金
し
て
で
も
、
短

期

間

に

調

達

し

う

：

計
画
を
担
当
す
る
経
営
が
専
門
的
に
分
化
さ
れ
る
。
計
画
部
は
幾
人
か
の
専
門

.

、
o

) 

. 

' 

.

•
ィ.
.

る
が
、
ま
趴
を
. ー
1»
:
代
で
作
る
の
.は
む
ず
か
し
い
>:
3

:、：彼
は
つ
，け

加

え'て
，い
一
■;
化

さ

れ

た

藤g
i
.

ら
嘯
成
さ
れ
.る
。
こ
の
職
^

^
組
織(functional 

O
N
I 

る
？
機
械
化
に
よ
る
能
率
向
上
で
は.な
く
、
組
織
化
に
上
る
そ
れ
を
企
図
す
る

：

oq
a
nはati§

).

が
生
：む
顕
著
'な
結
果
の
一
つ
と
し
て
、
■
労
働
若
の
機
械
化
と
現 

の
が
、
科
学
的
奮
光
あ
る
と
い.え
る
。：
そ
：う
で
あ
っ
て
こ
そ
、
そ
れ
は
近
代
：

；
場
監
督
者
の
権
限
縮
小
と
が
指
摘
さ
れ
る

。
：；
'

営
.の
先
駆
と
な
り
う
る。
. 

：

. 

：'■.
計
.画
部
は
課
業
観
念
を
実
現
す
る
経
営
の
公
式
組
織

(

$

テー

ラ
I
は
個
人
的
行
動
に
ふ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
大
会
社
全
体
の
論
述
は

.
； t

i
o
n
)

で
.あ
り
、
.職
能
別
職
長
制
度
を
内
容
と
し
、
指
図
蕻
を
通
し
て
、
労
働 

み
ら
れ
な
い
ァ
七
が
し
^
科
学
的
経
営
の
基
本
原
則
は
ノ
最
も
単
純
な
個
人
的

.

者
に
命
令
を
下
す
。:,「B

場
及
び
す
ベ
て
：の
仕
讓
は
、
経
営
若
や
工
場
長
や
職 

行
動
か
ら
、
極
め
て
精
巧
な
協
働
を
要
求.す
る
大
会
社
の
仕
事
：に..い.た
る
ま
で
.

長
に
よ
.マ
て
：
で
：は
な
.A
::
'

計
画
部
に
よ
っ
て
運
営
さ
る
べ
き
で
あ
知

」

。

計

画
.

.

S

 

. 

'
■■

■.

の
、.
.あ
ら
ゆ
る
種
類
の
人
間
活
動
に
適
用
さ
れ
る

」

。
彼
の
著
書
：で
3
ば

れ

.
'部
，
^

た

実

例

は

、
：.
産

業

的

•
製
造
的

会

社

で

の：̂

 

y経

黨

及

び

.こ

れ

ら

の

義

.

し
：」

の
課
業
を
基
準
:^
于
る
計
画
生
産
を
実
施
す
る
。
要
す
る
に
、
作
業
に 

で
働
いK

い
るI

般
労
働
者
の
す
べ■て
に

訴

え

る

も

の

：
で

.あ

る

。

し

か

じ

こ

ゐ
•
,関
す
.る
計
画
的
.：，
頭
脳
的
，
事
務
的
業
務
は
、
す
べ
て
計
画
部
に
集
中
さ
れ 

同
じ
諸
原

理

は

す

べ

て

の

社

会

^

^

に

同

じ

効

力

を

も

っ

て

応

用

さ

れ

る

と

い

.

る

。

そ
れ
は
_

通り

工

場

運

営

部

で

あ

る
0
科
学
的
経
営
に
お

い

. 

う
こ
と
が
、
：他
：の
読
者
に
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
こ
->
:
が
期
待
さ
れ
て
い1
|-
_
30>
て
、
経
営
は
計
画
部
と
い
う
形
で

(

強
力
に
生
産
へ
食
い
込一
み
、：土
場
経
営
が
確 

こ
れ
か
^
し
て
、

-丨
ナ

ー

ド

及

び

フ
. ：

ラ
ィ
.ョ
ル
と
同
じ
く
、■テー

.：ラ
ー
は
紙
立
さ
れ
る

.0

工
場
■で

の
.^
べ
.:

:て
の
管
现
眼
な
意
思
伝
達̂

&

£

|识
穿
6 

織
の
.一
般
：理
論
を
展
開
す
み
素
地.を
も
っ
て
.い
た
と
い
え
る
が
、
：
彼

の

著

書

で.

{
3
1
_
.
唇

县

§)

は
ク
計
画
部
を
経&
す
る
；
か

ら

、
：
；

「

計

画

部

を

エ

場

又

は
» 

の
視
野
は
工
場
に
顏
さ
れ
れ
て
い
た
。
.：
'

'

:
: 

.

.
諸
エ
場
の
^
心
に
ヤ
含
名
だ
け
近
く
位
置
じ
た—*
つ
の
推

務

室

」

に

設

け

.る

こ

と
.

,
テ
ー

ラ

ー

：，の

提

唱

す

る

：エ

.場
組
織
ぱ
、
職
能
別
原
理
に
立
脚
し
て̂.
る
。
先

.に
よ
っ
：て
、
よ
り
よ
い
結
果
：が
え
ら
办
る

」

。
.

：
:

:

ず
、
：執
抒
が
ら
計
画
が
画
然̂-
分
離
さ
れ
る
。'例
え
ぼ
、
：「

銑
銖
を
運
ぶ
の
：に
.

-計
画
襲
設
置
ぺ
従
ら
て
エ
場
経
営
の
確
立
は
ヽ
舞
長
制
度
の
：改
革
を
伴 

極
く
適
し
て
い
る
労
働
者.は
.、
，
こ
の
種
類
の
仕
歌
を
.な
す£

と
；に
'0
.
.い
.て
.0 .
真
:'
'
'
. 

'う
。
：「

普
通
の
夂
は
軍
隊
的
な
形
態' (ordinary, o

r

 .military, t
y
p
e
)
.

の

.
:

(

3

)
， 

»
 

'
 

.

の
科
学
を
理
解
1>
え

处

ビ
:.
'
と(

い
：う
理̂

か
ら(

し
尤
、'
現
場
が
ビ
計
画
的-
頭
.

下
で
は
、
労
働
者
は
幾
：タ
が
办
集
0

に

分

け

ら

れ

る
.°
#

集

団

の

労

響

は

た
 

:

「

科
学
的
経
営.J 

の
.機
權
：と

原

理

ス 

y
.
,
-
:
. 
■
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- 
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だ
一
人
の
人
間
、，
即
ち
そ
の
集
団
の
職
長
ス
は
組
長

(fore

日a
n

 o
r

 

g
a
n
aq

b
o
s
s
)

か
.ら
彼
ら
の
命
令
を
受
け
る
。-
職
能
別
経
営
八

f
r
i
c
t
i
o
n
a
l

一

處

e
m
e
&
)

の
；最
%
際

立

：：
づ
：
だ

外

^

^
は
、
#
労
^

が̂
、7た
^
: 一
 v :

つ
. 

.
の
点
で
：の

み

経

営

と

に

§

す
る
代0-
^
、
：
寒

々

独

苗

.の

籠

を

遂

符
 

す

る

八

人

の

奥

な

：
ラ

*:
^iK

か

ら

、
：
：：

^

:に
0.
5
-:
0
侖
令
や
援
助
：を
受
け
る
と

:

:

ぃ
ぅ
歌
実
に
ぁ
レ

」

。M
謹組織が要求する方能：

制
度

f

莱てら

：

一

 

れ
、
籠

證

織

に

恶

く
^

^

職

長

簾

が)

採
用
さ「

れ
.

る
。-'
0職
長
制
度
を 

:
改
革
す
る
理
由
は
_
、
.

軍
隊
成
組
織
で
：は
、
■

の
：任
務
は
：過
重
で
お
り
、

こ
れ 

を
果
す
た
め
め
^

^

件
を
、
彼
ら'は
も
：っ
ず
お
ら
ず
、

.

そ
：の
結
果
、：：
実

際

に
.'
,
: 

は
：、.

彼
ら
：は
職
長
と
し
：て
め
住
務
を
完
遂
し
て

1 >

な
い
乏
い
グ
こ
ど
に
あ
る
。

:

職

長

制

度

：の
®

^
を
®

ど
す
る
計
酿
部
の
談
置
は
，

：
経
営
の
や
り
方
の
単
な 

る
：改

軍

で

は

：だ

ぐ

、
、
従

来

、
：

'そ
れ

が.欠
けV:

い

た

分

野

：
へ
：
の

.？
経
営
の
進
出
'を 

■-
'意
味
す
る
：の
で
あ
る
。

t

大

き

な

霞

ぎ

校

の

経

霞

：
に
お
い..て
、
.'
:'

r

旧
型
の
；
一
 

学
級 
一
^
師
制
度(

§

0
c+
ct
>

pg<

0h
cf
o

p class p
l
a
n
).

が
全
く
時
代
お
く 

:

れ

で

あ

る

」

：
と

同

様

に.、.近
代
的
大
工
場
に
お
い
て
は
、
旧
式
な
単
独
職
長
制 

度
は
も
は
や
陳
腐
九
存
在
に
な
っ
；て
い
る
。
㈣
双
な
ら
ば
、
' 

大
工
場
で
：は
、
ま
.

:

産
経
営
が
必
要
欠
く
ベ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
、：
そ
の
た
め
に
は
、
職
能
別
職

:' 

長
制
度
が
導
入
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
：で
あ
る
。
.

-
「

職
能
胤
経
営
の.下
で
は
、
旧
式
の
単
独
職
長
：

(Old-fashioned single: 

f
o
r
e
m
a
n
)

は
、
.夫
々
独
自
の
義
務
を
も
つ
、
八
人
の
異
な
っ
允
人
々
に
ょ
っ 

.
H

代

置

さ

れ

る

。
，嚴

ち

は

計

画

部

の

，機

関

(agents).

と
し
て
活
1 )
し
、
常
に
.エ
. 

■場
に
.知
：つ
て
、
労
働
者
を
援
助
し
、
指
導
す
る
専
門
教
師

(
e
x
p
p
r
t

 teachers)

^
あ
る
1—
,0
_
#ぢ
：の
、間
0
職

能

分

担

は

次

の

：上

ぅ

£
説

明

さ.れ
て
い.る
。「

こ
れ 

玫

の

風

長

：の

ヶ

ぢ

、
：
西

人

ぼ

計

.画
室
忙
お
り
、‘彼
ら
'の
ぅ
ぢ
、
^

で
文
書
で
労
働
者
：へ，

を
送
！りハ

v

彼

ら

か

：
^
の
；

蟹
！！

を

受

け

取

る

。
他

の

煦

人 

，
労
働
者
を
個
人f

:
彼
ら
：の
仕
事
に
お
い
，て
援
助
す

5fj 。
，

こ
の
職
能
的
分 

.化
の
結
果
、>旧

式

の

馨

で

裏

し

て

い

：：た

ょ

5:
;
な
親
方
的
職
長
は—

殺
さ
.

.,
:
:..
.
v
.
.
.

■■
■
;
.,:

■
-
'■

■■:
■

■

'

■

-

.

.■-

..一.：

.
'
.
■

(

1)
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w
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H
a
y
l
o
r
,

 w
h
o
p

 M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
,

 

1
9
1
r
p
.

to
2
,

■.
.
.

 

.

(

2) 

T
a
y
l
o
r
,

 

T
h
e

 

F
r
i
n
c
i
p
l
e
s

 

o
f

 

S
c
i
e
n
t
i
f
i
c
g
a
n
a
g
e

 
日ent, 

i
s
'
p
.
. 

s
.
. 

' 

:

-
C
3Y-sh

o
p

 

M
a
n
a
w
e
m
e

-yt,: p. 

3
0
'
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■ 

. 

c
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Tiie p
r
i
b
c
i
p
l
e
s
o
f

 s
c
i
e
n
t
i
f
i
c
g
a
n
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pp. 

15116. 

(

6
;
. sh

o
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M
a
n
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g
e
m
e
n
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p
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p
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(

36
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p. 

99..

r

科
学
的
経
営
1_
の

機

檇

と

原

理
:

'

(

87) 

Ibid., 

p. 109.

.(

3 8)

H3
ぼ

：

p

a.siples.'. o
f

 .'scientific M
a
n
a
g
e

 
日 

e
n-c
i
-
,

 

p
，.123..

(

39) 

S
h
o
p

 

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
,

 

pp. 

9
9
1
1
0
0
.

.11 、

科
学
的
経
営
•の

原

理

..

,

-
f
:
:
'
.
-
- 

, 

—

V
. 

. 'メ
 

.

,「

経
営
の
機
構
は
そ
の'本
質
又
'は
拫
本
的
哲
学

(
e
s
s
e
n
c
e

 

o
r

 u
n
d
e
r
l
y
-

 
i
n
g

 

pgr
J
o
g
©
p
fc
r
n
^
^
i
l
l

x-
e>
^

r

^
ê>
^
v>
o …

…

科
学
的
経
営
の 

根
本
的
原
理
'に
奉
仕
す
る
ょ
ぅ
を
さ
れ
た
時
に
は
、
_

立
派
な
成
果
を
も
た 

ら
す
機
構
が
、.
そ
れ
を
用
い
る
人
々
に
お
け
る

悪
い
！
！
！
：

に
伴
わ
れ
る
と
、
失 

.敗
と
災
害
と
に
通
ず̂

。「

例
え
ば
、
IE
確
な
時
間
研
究
か
ら
え
ら
れ
た
.知
識 

は
、
有
力
な
用
具
で
あ
り
、
知
石
場
合
に
：

d
、

労
働
者
と
释
営
と
の
間
の
調
和 

を
促
進
す
る
：た
め
に
使
用
さ
れ
る
が
、
：

…

：
他
の
場
合
に
ば
、
労
働
者
を
、
彼 

ら
が
過
去
に
受
け
て
い
た
と.ほ
：ぼ
同
じ
給
与
で
、
よ
り
大
き
な
一
日
の
仕
蕲
を 

強
制
的
に
さ
せ
る
棍
棒
と.し
て
も
用
い
ら
れ
る

J
。

V

'F

科
学
的
経ipa

は

,'
そ
の
本
質
に
お
い
て
、
、
i

-c
>
四
つ
の
、
太
き
な
根
本 

,
原
驵
の
結
含
か
，ら
坐
ず
る
、
.
あ
る
哲
学
で
あ
る」

。.
四
大
原
观
と
は
、
，科
学
的 

経
営
に
：お
い
て、
.

> ^
2
^

が
負
う
新
し
い
霧
を^;
味

し
：'
,
'
そ

れ

ら

は

次

の

も
 

の
か
6 :
な
る
。
;.
.--
»
'第

--
は
真
の
科
煢
の
発
展
、‘#
:
:
ー.は
労
働
者
の
.科
学

的
.選
. 

択
、
第
#
は
労
働
者
の
.教
育
.
•養
成
"
^
^ ̂

の
間
の
：親

密 

な
友
好
的
窺
働(i

n
t
i
m
a
t
e

 

cooperati

o'n
: b

e
t
s
e
e
n

c+
h
e 

m
a
n
a
g
e
m
e
n
t

 a
n
d

 t
h
e

 

m
e
n

)

L_
で

あ

る

。

第

三

の

労

働

者

の

教

育

.
養

成

は

、
：第
ー
；：原

娌

^
第

ニ

：原

现

と.の
結
合
を
意
味
す
る
も
：の

「

と
解
さ
れ
る
。
従

？

-
.
.
.
.
-
- 

.

.

.

.

.

.

.

:

•■ハ

：
:

■

ぐ
.
1

5

2

0四
三)
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•X
四
大
原
理
は
科
学
と
労
使
協
調
と
に
要
約
し
う
る
。
目
見
当
方
式

c
n
^
o
f 

' 

t
h
u
m
b
)

か
ら
科
学
へ
；め
、
不
調
和•個

人

、王

義

か

ら

調

和

.協
働

へ

の

移

行

に

'
お 

:V

'
て
、
科
学
的
経
営
の
本
質
が®

7K
さ
.办
る
の
.で
.あ
る
.。
こ
■の
移
行
に
成
功
す
.る 

.と
、̂

^
さ
^
た
生
産
高
^
©8.
;1:1̂

€
<
1§^
1:1
1:
> は
、最
大
阪
の
.生
産
高(

m
a
-

 

x
i
m
u
m
o
u
t
p
u
t
:
)
：.

に
変
り
、
；各
人
は
最
大
の
能
率
と
繁
栄
と
へ
発
展
す
る

)

。

.

:(

一)

：
科
学 

I

 作

業

の

擧
,

,

'
:
'

-ー

ン
:

ー

;:
■

.-
:

'

: 

'

「

大
抵
の
職
種(t

r
a
d
e
s
)

'r
お
い
て
、.科
学

は

、
.#
の

仕

事

の

あ

る

小

部 

分
を
な
す
た
め
に
、
労
働
者.に
よ
.っ
 

'て
必
要
と
さ
れ
る̂

^
の
比
較
的
に
#
㈱
.

な
分
析
と
時
間
研
究
と
に
よ
っ
て
、
展
開
さ
れ
る
。

こ
の
研
究
を
な
す
に
は
、

ス
ト
ッ
プ
，
ゥ
ォ
 >

;

チ
と
適
当
に
爵
線
を
引
い
た
帳
面
と
：を
も
；っ
て
い
さ
ん
す

;

C
5

)

.

れ
ば
よ
：い」

。
従

っ

て
-,

大
抵
の
場
合
、
目
見
当
方
式
を
や
め
て
、
.科
学
を
発
要
：
 

さ
せ
る
の
は
、
ン
決
し
て
そ.う
む
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
何
ら
特
別 

の科
#
.

的
訓
練
を
も
受
け
て
い
な
い
、
普
通
の
、
平
凡
な
人
に
よ
マ
て
も
成
し 

遂
げ
ら
れ
る
。
し
か.：し
：こ
の
種
の
極
く
簡
単
な
改
善
で
も
、
：
実
地
に
用
い
て
成 

肩
す
る
に
：は
、
記

録*,
制
度
及
び
協
働
が
必
要
で
あ
ん
。
'
こ
の
よ
：う
：に

し

て

、

, 

「

展
開
さ
れ
る
法
則
又'は
規
則
は
非
常
に
単
純
な
の
で
、
.

j

般
の
人
々
は
そ
れ 

ら

を

科

学

，
と

い

う

名

；
で

呼

ぶ

こ

.と
は
殆
ん
ど
な
い
だ
ろ5?」)

。

こ
の
簡
単
な
^
柄
が
、:'

テ
i
フ
ー
以
前
に
は
、
殆
ん
ど
無
視
さ
れ
て'い
た
.の
‘
 

で
あ
る
。：

展
開
さ
れ
る
法
則
•規
則
が
単
純
で
あ
る
ど
い
う
こ
と
は
、'科
学
的
，
 

経
営
の
価
値
を
損
う
も
の
、で
は
な.い
。:

生
産
高
を
増
大
さ
せ
る
に
は
、
動
作
研
.

. 

究

.時
間
研
绝
の
み
で
な
く
、
適
材
の
採
用
、
ぞ
の
養
成
が
必
要
で
あ
?)
:
が
、 

科
学
的
経
営
は
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。
例
え
ば
へ
：

「

過
去
に
ぉ
ぃ
て
な
さ
れ

:

ニ

四(

一：
〇
四
四)

.た
、.
1.
.■日
分
の
.仕
霧
の
平
均
.よ
り
4
、
，
三

倍

半

か

ら

四

倍

の

仕

泰

.を
'な

す

こ
と 

^
、
、彼
の
課
業
は
要
求
む
だ

」

©

^
;'
'
こ
：れ
は
.ほ
ぼ
成
^
し
た
。
し
か
も
賃
金 

は
.
.
5割
増」

、に
；と
^
ま
っ
■た
A
Jt>
う
。
計
画
部
設
置
に
よ
る
®

要
員
増
加 

に

よ

る

費

用

を

勘

案

し

，で

も

、
企

業

の

刹

得

は

大

い

に

，殖

.え

.た
こ

と

：に

な

る

。

:■
:
。「

释

営

で

，
の
第
一
：
目

的

は

、

.高
い
賃
金
を
低
い
労
務
費
>
結
合
さ
せ
る
こ
と 

.で
あ
る」

。
‘「

高
い
賃
金
を
低
い
労
務
費
と
結
び
付
け
る
可
能
性
は
、

.i

流
の
人 

:Brst.class:

,sa
n
)

が
好
適
な
諸
条
件
の
下
で
な
し
う
る
仕
事
量
と
普
通
の 

人
.に

よ

？
て
現
実
に
，な

さ

.れ
る
そ
れ
と
の
間
の
天
ぎ
な
差
異
に
、

/

王
と
し
，て
基 

く」

。
.

「

1
流
の
人
の
可
能
性
を
論
じ
て.い
.る
際
、
著
者
は
短
期
的
な
努
カ

•

過 

労

：を

し

て

な.し5;
る
も
の
で
は
众
く
、
、い
い
労
働
者
が
、
彼
の
健
康
を
害
す
る 

こ
：と

な

く

、
長

期

に

わ

た

.？
て
持
続
し
う
る
本
の
を
意
味
し
て
い£ 1
。
正
に
、 

テ

！

ラ

.丨

は
当
時
の
.経
営
'の
盲

点

.を

つ

い

た

の

で

あ

^
0
-:
'.

:

_'
ァ

ー

ラ

ー

が

科

学

に

つ

：い
：て

語

っ

て

：い

る

の

は

、

V

動
作
研
究
.
時
間
研
究
に 

お
い
：て
の
み
で
あ
る
。
.
.時
間
研
毙
は
彼
独
自
の
や
々
方
で
あ
り
、
そ
れ
は
科
学 

的
時
間
研
究
と
呼
ば
：れ
て
い
な
。
：
,

の
合
理
的
設
定
に
お
け
る
時
間
研
究
の 

.重
要
^
2
.ヵ
ら
し
.て
.
_、
そ
れ
は
1<

業

研

究

と

同

.
_
ー

 

視
さ
れ
さ
え.す
る
。
.そ
れ
に
も 

拘

ら

ず

、
時

間

研

究

及

び

，そ

.

Q

前
提
を
女
す
動
作
研
靡
亦
課
業
設
定
か
ら
離
れ 

て
'、
専
ら
作
業
改
善
の
た
め
の
手
段
と
目
さ
れ
る
お
.そ
れ
が
あ
る

0

こ
の
点
か 

ら

す

る

と

、
こ

れ̂;
一
一
つ
ハ
の
研
究
钇
内
容
と
す
る
科
学
は
、
作
業
の
科
学 

(
s
c
i
e
n
c
e

 
o
f

 

.
l
a
b
o
r
i
n
g
)

，

と

呼
ば
れ
う
る
。

「

労
働
者
■>
:
経

営

と

：
の.間
の
調
和
的
協
働(h

a
r
m
o
n
i
o
u
s

 c
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
)

. 

■
i
す
る
：最
大
.の
障
害
は
、
：
一
人
の
労
働
者
に
対
す
る
適
势
な
一
日
分
の
仕
辦

を
真
に
搆
成
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
の
、
経
営
の
無
知
に
あ
る

」

。
こ
の
無 

.知
を
苋
服
す
る
に
は
、'時
間
研
究
が
科
学
的
に
だ
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。'
 

「

将
来
に
お
.い
‘て
.、
科
学
的
時
間
研
究
は
双
方

(

労
働
者
と
経
常)

に
よ
づ
て 

公
平
な
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
る
標
準
を
確
立
す
る
だ
ろ
ぅ
と
い
ぅ
と
と
を
、

, 

彼
は
確
信
し
て
い

(
%
。

サ
I.
.
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
科
学
は
労
働
者
と
経
営
と
の 

調
和
的
協
働
を
実
現
す
る
た
め
の
手
掛
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
限
り
、

. 

そ
れ
は
単
な
る
作
業©
科
学
で
は
な
い
0
:

:■「

(

ニ) 

調
の
嘴
学 

：

科
学
的
®

は
、
"創
意
と
誘
因
"
の

释

営

と

は

比

べ

も

の

に

な

ら

な

^:
大 

.き
な
•
利

益

を

会

社

及

び

そ

の

従

業

員

に

4
た

ら

す

。「

こ
れ
ら
の
，結

果

は

 

一'.
つ 

の
型
の
経
営
の
機
構
が
他
の
型
：の
そ
れ
の
機
構
に
著
し
ぐ
勝
っ
て
い
る
こ
と
で

- 

は
な
く
、
：
む
し
ざ—'
*
連
ひ
根
本
的
原
理#
全
ぐ
違(

っ
■た

•—*
連

の

原

理

に

代

置

じ 

た
こ
と
に
よ
.っ
て
達
成
さ
れ.た
。
換
言
す
る
と
、
こ
れ
ら
は
、
産
業
経
営
に
お 

.

い
て
、一

つ
.の
哲
学
を
他
の.裎
学
と
取
り
替
え
る
と
ど
に
よ
っ'て
.達
成

さ

.れ
た 

の
で
あ
，が」

。
嵙
学
的
経
営
の
質
于
は
、.

「

古
い
.経
営
の
.下

で

ば

不

可

能

.で

知

る 

程
度
に
ま
で」

、
労
働
者
と
経
営
と
の
間
の.

「

親
密
な
友
好
的
協
働

」

を
実
現 

せ
し
め
^
。̂「

"創
意
と
誘
因
"
の
経
営
か
.ら
科
学
的
経
営
ぺ
の.変
化
に
含
ま
.れ 

て
い
る
V
真
に
大
き
な
問
題
は
、
労
働
者
と
共
に、
' 経
営
に
従
事
し
て
い
る
人 

々
.の
精
神
的
態
度
と
償
賢
と
に
お
け
る
完
全
な
革
命
に
あ
る

」

。
..特
に
重
視
さ 

れ
て
い
る
の
は
、'「

労
働
者
の
孽
王
に
対
す
る.友
好
的
な
精
神
的
態
度

i

で
あ
ぐ 

な
。
科
学
的
管
理
は
労
働
者
と
経
営
者
と
の
調
和
的
協
働
の
、

.約
言
す
れ
ば
、
' 

労
瘍
調
の
哲
学
に
立
脚
し
て
い
る
と
い
え
る
。

.
:
.
:

「

科
学
的
経
営」

の

篇

と

原

理
'

.

V

.

.

,

「

固
見
当
方
式
経
當
が
ら
科
学
的
経
営
べ
の
ま
ル
は
、.
仕
翦
を
す
る
の
に
適 

当
な
久
.ピ
ー
、ド
と
は
何
か
の
研
究
、
エ
場
に
お
け
る
道
具
.用
具
の
改
造
の
み
で 

は
だ
く
て
、
；
彼
ら
の
仕
事.
.，'雇
主

匕

贫

す

る

卫

.場

の

全

従

業

員

の

精

神

的

態

度 

に
お
け
る
完
'^
な
変
化
を
f

む
？
大
利
得
を
確
保
す
る
の
に
必
要
，な
機
械
に 

お
；け
る
物
理
：g

«̂'
.
,
:
:
労
働
者
#:
自
が
ー> 
彼
の
仕
事
を
な
す
時
間
の
ス
ト
ッ
プ 

.

ケ
：す
ッ
'チ
.免
：̂

ゼ

'^
る
.
^
い̂
ま
究
の
'前
提
と
な
る
動
作
研
究
は
、
比
較 

的
に
.早
く
な
考44.

う
る
。
し
.か
：
し

三

百

人

叉

は
.そ
れ
以
上
の
労
働̂

の
精
；̂
的 

態
度
と
慣
習
と
に
お
け
る
変
化
は
、
漸
々
に
、
0

一
速
め
実
ぬ_

.
に

よ) 

.て
の
み
-成

就

さ

れ

う

る
。

こ
.

の
実
物
訓
練
は
、
労
働
者
が
経
営
侧
の
人
々
と
日 

常
の
仕
事
で
協
働
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
え
た
■と
こ
ろ
の
、
■大
き
な
利
益
を
各
労 

.

働
者
に
ば
；
き
り
ど
麻

f
j
?:

労

響

の

精

神

的

態

度

の

変

化CD
た
め
に

は

、

--
1単
純
な
会
社
.で
：さ

ぇ

、
；
-:
年
か
ら
三
年
か
か?)
。
場
合
に
よ
る
と
、
四
年
か 

ら
.五
，

が

か

る

」

。
.
.
-
ノ

テー

ラ
1
は
労
使
協
調
を
重
視
し
て
い
る
が
、
こ
'の
精
神
的
態
度
は
彼
の
い 

う「

科
学J

か
ら
導
か
一
れ
、
そ
れ
に

「

付
随
し
て
い
る」

.も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ 

.の
限
り
、
労
使
協
調
は
観
念
的
な
企
業
共
同
体
思
想
.か
ら
出
て
い
る
の
で
は
な 

..
い
。

こ
こ
で
、
ふ
ハ
:|
;

^ ,)

一
ド
の
-*
'
,

「

能
率
11
-̂

8

&

8

3

0
と
い
う
概
念
が
想
起 

さ
.れ
る
。
組
織
がr
.

「

有
効〕

(

e
f
f
<l
>
'c
t
i
v
e
n

a>
'
ŝ
'-

で
^

る
た
.め
.に
は
、.
即
ち
そ 

_の
自
的
を
達
成
し5'
,る
.た
め
に
.は
、：

そ
れ
は
人
々
の
貢
献

(contribution) 

を
鳆
得
1>
な
く
.て
ば
な
ら
な
い
。こ
.

の
貢
献
を
引
き
出
すに
は
、
何
ら
か
の
誘
因 

が

宓

票

で

：あ

る

。

7.
彼
の
い
う「

能
率
^;
ば
貢
献
と
誘
因
と
の
バ
ラ
ソ
.ス
を
内
容 

ど
し
て
い
る
タ
デ
丄
プ
丨
ば
誘
因
と
し
て
金
錢
を
重
視
し
て
い
る
。

「

高
い
賃

■

•

ニ
五
ハ
ー
o
四
五)



金

.^
低
：U
'労
務
費j 

“に
お
：け
る
労
働
者
と
雇
主
と
の
剃
售
め
調
和
が
、
：労

篇

ゾ

, 

,

調
の
傲
胎
と
^

?

v̂:
v
::
?
>
;.>
'

^

 ̂ざ
.れ
：る
.̂
c;
.6:
:へ，最
ぃ
复
金
ど_

1>
,
^
務 

費J
.
は
；：「

科
学
-

i
の
生
.み
樂
腺
果
鉍
ざ.

れ
る
。：#
德

調

が1

篆
共
同
体
的
、：
 

思
想
か
ら
.で
&

^
、
#.
:̂
の
®

^利
！！『

の

調

和

が

ら

避

着

ざ

扣

で

い

在

点

ー 

.に
、.
'科
学

他

経

當

の

，
一

'.
.つ
ぐ
の
特
色
を
身
出
ず
こ

.と

.が
セ

ぎ

夺

よ..ぅ
.だ
>
.
.
ぺ

...

.と
こ
'ろ
が
、
0'
;
れ
^
は
違
^

釈
#

能
で
あ
る
'よ
5;
'
だ
。
：：ド
ラ
ッ
：ヵ
|
が
ン 

-

「

科

学

的

経

営

に

つ

；
い

て

0
、
@

^
円
熟
せ
る
、
霞
も
有
力
な
陳
座

)

と
し
て 

い

る
~1
1
:丸

'ニ
年
、.
.7:
メ
リ
：ヵ

馨

の

特

別

委

翁

で

、

デ
；1
フ
々
が
；な
し 

た

証

言」

で
は
、
々

労

德

調

の

裎

厚

が

：佘

り

〗
に

も

強

調

さ

れ

て

ぉ

し

''
'
:科
学
は
： 

後

退

し

て

いる
。.
，そ
.
こ
に
は
，

仕
事
で
ぱ
な
ぐ
，
む
し
：ろ
特
^

の
哲
学
ぬ
奉
仕. 

.し
よ
5
と
す
る
態
度
が
出
て
い.る
。
科
学
的
経
営
の
本
質
が
：心.の
状
態
'に
求
：め 

ら
れ
て
い
る
よ$:
.で
.あ
る

。
，
こ

の

よ

ぅ

な

傾

亂

は

科

学

的

経

！

c

か
：
ら

"
の

逸

聪

で

' 

あ
.る
•か

、

又

：
は.^
れ
か
ら
の
当
然
の..流
出
で
あ
る
か
は
、.慎
重
に
输
討
さ
れ
な. 

く
て
ば
な
る
ま
：い
-
0'.
.

.

:
'

,ハ

'
.

.

.
•
;
,

(

1)
T
h
e

 

p
r
m
a
p
l

a>
s of

 Scientific M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
,

CJp. 1281129 . 

(

2
> I

b
i
d
.
,
_

 

133 古
3

4
.

. ;

へ
 

(

3) 

Ibid., 

P
.-M
3
0
. 

'

:

'

:

( 

A
 Ibid., p. 14Q. \ 

ノ 

C
5

) 

Ibid., p
,
117

*.

(

6) 

r
b
i
f
p
.

 

119.

(t>). 

Ibid.:, p. 

.
s
. 

.

t

H
yv(

4
0 
四
六)

.

(
co) 

g
tr
o

p M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
，
： p
p
.

私

?.50. 

.

.

(

9) 

Ibid., 

p. 

63.

(

10) 

Ibid., 

p. 

24.

(

11) 

Ibid., 

p. .25 ，

12) 

^
 

0
^
 

r
o
o
^
s
s
o

 

.

(

13)

CQ
ぎ
匁 M

a
n
a
g
e
m
e
n
t
,

 p. 187.

(

14
> 

T
h
e

 Principles: o
f

 s
c
i
s
t
B
c

 

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
'
p
.

 

1
1
4
.

. 

(

15) 

Ibid., p
'

 

140. 

.

C
16) 

Ibid., 

p
,
131,

(

17
> 

Ibid., 

p. 

1
4
3
.

- 

(

18> 

Jbid., pp. 

loo-lol.

(

19)

.> 

Ibid., 

p. 131.

(

20) 

,
 Ibid.,- 

d
.140.

.

..

一. 

.

.

.
し.
-
.

'•
■
 
. 

■

:::

: ,
結

：:'
,
び

:
科
学
的
経
営
に
お
い
て
は
、
：科
学
は
释
営
の
手
に
握
ら
れ
、
労
働
者
は
生
産 

で
の
創
意
を
失--
て
い
'る
0
更

に

、
'
金

銭

的

誘

因

に

ょ

つ

て

--
こ
の
労
働
者
の 

企
業
：へ
の
貢
献
が
引
き
出
さ
れ
ぅ
名
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
し
て
、 

労
働
者
の
機
械
化
の
問
題
と
産
！独̂
裁
制(industrial a
u
t
o
c
r
a
c
y
)

の
そ 

れ
と
が
生
ず
る
。■

(

.

「
)

、
労
働
者
の
機
械
化::

.指
^
?S

制

度(instruction c
a
r
d

 s
y
s
t
e
m
)

の
下
で
は
、
労
働
者
が
な 

す
べ
き
仕
，事
の
種
類.-
そ
の
方
法
.
.そ
.の
所
要
時
間
が.予
め
極
め
て
詳
細
に
定

. 

め
ら
れ
て
い
る
。
労
働
者
は
、
指
図票
通
り
に
、
作
業
を
す
れ
ば
よ
い
0
し
か 

も
、
そ
の
作
業
は
、
，
製
的
賃
金
制
度
に
よ
っ
て
、
外
的
に
■強
制
さ
れ
る
。
：
標 

準
通
り
.の
，仕
齊
か
で
き
ず
、

「

高
い
賃
金
を
え
ら
れ
な
か
货
働
者
ゆ
や
め
さ
せ
ら
" 

4

る〕

：

」

■
■こ
と
さ
え
あ
る
。
：こ
の
よ
ぅ
な
状
態
で
ば
、
赞
働
者
は
創
意
を
発
揮
す 

る
機
会
を
も
ち
士
な
い0
.

「

こ
の
よ
ぅ
に
教
え
、
と
の
細
か'い(

指
図
に
よ
っ 

て
、
；
仕
^
が
労
働
者
に
と
っ
て
非
常̂
円

滑
r

f
に
な
さ
■れ
る
と
、
第
一
印 

象

は

労

働

者

を

単

な

る

自

動

機

械

.'

.で

べ

の协

：

(
a
u
t
o
m
a

-cfon,: 

w
o
o
d
e
n

 

m
a
n
)

に
す
る
僵
が
あ
'る
，
と

い

ぅ
£
.と
'で
あ
.る
1_
-。
正
£
、
そ
^
通
：り
で
あ
る
。 

■テ
I
ラ—

：は
，こ
れ
を
：

「

近

代

獎

業i

に
必
然
皈
に
伴
ぅ'4
の
だ
ど
す
る
■
°1 

か

が

る

労

働

者

の

機

械

化

に

反

対

す

‘
見
解
の
土
づ
が
あ
げ
ら
れ
る
ゾ
ー

：

つ 

は

ド

ラッ
ヵ
'丨
の
も
の
で
あ
り
、
他
ば
人
間
関
係
論
か.出̂
て
く
る
も
ので
'

ぁ
.

「

仕
事
の
分
析
に
お
け.る
計
顆
と
執
行
と
の®

か
ら
、
計
画
者
と
執
行
者
：
 

と
は一

一.一.つ
の

相

興

な

：ヮ
■た
人

々

で&
る

と

い5:
:
結

論
;ば

出

て
.
,

J.

な

ど,

と
し
' 

:て
、.
ド
ラ

ッ

：
.ヵ
ー

は

、1ア
ー
，
ラ

丨

が
_

を
計
画
と
執
行
と
に
分
析
ず
る
、こ
と 

を
高
く
評
価
1>
な
が
ら
、
；
彼
が
計
画.を

赞

働

者

か

：
ら

取

り

上

げ

：て
.
、
：
'
計

画

部

に
 

集
中
し
た
：ご
と
を
非
難̂
て
い
：

。
，
.— 1
執

行

が

ら

の

計

画

の

分

離

靖

:-
卑
し
ー
い 

農
民
^
*
使
す
ふ
よ
ぅ
に
霜
づ
け1
神
秘
§

规
識
の
独
占
権
私
來
つ
選
良 

.
(
e
l
i
t
e
:

と
い
.ぅ
搔
し
げ
な
、
危

険

な

響

を

擾

ら

て̂
る
^
べ
’ヨ

采

ら
、
、
.

問

題

が

出

て

：ぐ

る
:0
:
:

11I1、

-.:. t

執
行
か
段
の
計M

め
分
離
は
、

:
「

科
学
的
経
営i 

:の
機
權
と
原
理
へ:'
;

■■
'

'.
'
.
V

科
学
的
経
営
の'洞
察
の
全
利
益
を
奪
つ
：て
し
ま
う

」

と
彼
は
断
定
ず
る
。
そ
し 

て
こ
0
分
離
は
能
率
向
上
に
も
寄
与
し
な
い
。

「
労
働
者
が
彼
ら
の
仕
事
を
計 

■..画
す
る
責
任
を
与
え
ら
れ
た
時
に
、
生
産
性
は
大
い
に
増
大
し
た

1—
と
い
う
I 

B
M
社
，の
^
例

智

彼

は

あ

げ

て

？̂
。

こ
こ
で
は
' 
技

術

的'.
機

構

的

要

因 

J:
.り
も
、'人
間
的
要
因
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。iド
ラ
ッ
ヵ
ー

は

人

間

関

議

的
 

観
点
を
、
本
1

咚
は
>
支
持
し
、て.い
る
の
：で
あ
る
。

；

人
間
関
1

は
，、
；
人
間
が
金
銭
的
刺
戟0
,み
に
自
動
的
に
反
宓
す
る
ど
考
え 

る
機
械
論
的
人
間
観
に'強
く
反
対
し
て
い
る
。.科
学
的
释
営
は
、'人
間
関
係
論
.
 

§

見
他
か
ら
す
れ
ば
、
金
銭
的
刺
戟
を
余
り
に
も
強
調
し
す
ぎ
て
い
る
。
人
間 

関
係
論
.は
職
場
に
お
け
石
非
公
式
集
団

(
i
n
f
o
r
m
a
l

 ‘g
r
o
u
p
s

 

.を
重
視
し
、

そ
の
勢
カ
に
同
調
し
太
う
と
す-る
傾
向
を
条
じ
て
い
る
と
さ
え
い
い
う
る
よ
う
.

こ
れ
に
反
し
て
、
テ-
ラ
-
は
組
織
的
怠
業
を
目
的
と
す
る
、
反
経
営
的 

な
非
公
式
集
団
に
戦
い
を
挑
ん
だ
。
寅'に、
人
間
関
は
労
働
者
を
個
人
と 

し
て
で
は

.な
く
：.1.

■次
集
団

(
p
r
i
m
a
r
y

 group). ：

とハし
Iて
扱
.お

夕

.と

す

る

の 

に
、
へ
科
学
的
経
営
は
彼
ら
を
個
別
的
に
処
11
U
.よ
う
と
す
る
。'ぐ

:

.

.

.

.
 ̂

I

ラ
，丨
.は
技
術
的
.；

• ：

.機
構
的
要
因
を.重
視

す

る

余

り

.、
，
人

間

的

要

因

を

軽 

:視
しV

し
ま
つ
起
よ
う
だ
。
専
門

化
の

璧

ボ
強

調

さ

れ
-^
い
る
が
、
そ
の
半 

.

面
’
労

働

考

の

創

意

が

無

雑

作

に

踏

み

：に

乜

ら

れ

て

：い
る
。

,;
'
-そ
と
で
は
、
入
㈤ 

:
.
_
感
倩
が
技
術
的
-!
^
|
|的
合
理
化
.の
犠
牲
に
な
つ
：
て

い

る

。

金

銭

'^
親

を

夸
 

.
え
さ
vx-
'
't
;
れ
ぱ
、
そ
れ
に
進
ん
でis
じ
よ
う
と
す
^
労
働
者
が
沢
山
い
る
と
、
彼.

は
確
く
信
じ
て
い
た
。
幾
多
の#
解
に
，も
拘
ら
ず
、
彼
は
労
働
者
を®3

の
主


ぐ
 
導
性
に
服
す
な
® 動
的
存
崔
、
 

#
物
的
な
4:
め
.と
挪
し
て
い
女
よ
う
だ
。

 

こ
の

. 

 ̂

- 

I



.

よ
ぅ
な
考
え
方.に
立
脚
し
な
が
ら
、
経
営
の.近
代

化

が

進

め

ら

れ

：た

"の
.で
あ
る：
0 

:

.

.

「

労

働

者

は

、
，
一
緒
に
な
つ
て
、

.龜

務

が

ど
.の
.位
の
速
さ
で
行
わ
る
べ
.き■ 

敢

を

慎

重

：に

許

画

し

た

。
：
彼

^
は
工
場
金
体
：の
機
械
の
逾
ざ
釔
鉍
決
め.た
：
。
：
ど

：
へ 

■
の

速

度

は

良

好

な
t

^ ;
分
の
■仕

事
.の
約it

一
分
の
，
1
^;
制

限

ざ

枚

涵

。
右
エ
塲
へ
入 

つ.て
く

る

新

参

の

主

員

は

、

直

ぐ

に

、
：：
他

.の

従

醫

に

よ

，
つ
て
，、
.
於

が

す

る

仕
 

辦
の
量
を
言
渡
さ
れ
た
。
こ©
指
図
ぬ
植
わ
^1

と
3
遠

か

ら

ず

、
：：彼

は

従

業

.

.
員
達
：に
よ
つ
て
追
い
出
さ
れ
る
 >. 」：
七

は

間

違

い
.な
.か
”
-だJ

。

ミ

の

^

，
述

は

強
 

カ
な
非
姜
集
団
の
存
在
を
承
じ
て
ゼ
る
〒
こ
€>
;
.ム
ぅ
な
_
例

：に

お

い

て

、

：
監

：：： 

督
者
か
ら
の
判
断
に
比
べ
て
の
、
仲
間
が
ら
の
判
断
め
重
み
を
、
：：
人
間
関
係
論 

,

は
大
ぎ
く
見
積
づ
て
い
る
ス
仕
事
に
焦
点
を
置
ぎ
ス
入
間
感
情
の
霧
を
軽
視

. 

す

る

科

学

的

経

営

は

ぃ

公

式

紙

織

を

背

景

と

，す

:^
能
率
の
論
理
を
も
？
て
、

こ 

の
反
経
営
的
な
非
公
式
集
団
広'>
直
接
€»
.攻
擊
钇
加
|

。
：
パ

ン

'

'「

野
心
と
創
意
と
：の
喪
失
ば
，
労
働
者
が
分
離
し
た
個
人
.：.

(separatein-..

■

Bi
v
i
d
u
E
s

)

>-
し
て
扱
わ
れ
る

.代

.り
に
、
仲
間
を
形
成
：し
て
い
各
時
に
、
：起 

る
1_
.
0

「

個
人
的
野
心
は
常
に

I

般
的
福
祉
に
対
す
る
願
望
よ
り
も
、
：：努

ガ

に

対
.'

■.
 

.へ7
y

す
る
よ
り
有
力
な
誘
因
と
な
つ
て
い
る
し

>

将
来
も
そ.ぅ
.

だ
ろ
ぅ
し
。
労
働
者
を 

個
別
的
に
扱.い
、
彼
ら0

個
人
的
野
心
を
^

^

じ
.

よ
.

ぅ
と
.

す
る
見
解
は
.、
労
働
者 

.

を
.一
次
集0 1

と
し
て
扱
お
，ぅ
と
す
る
人
間
関

^

^

の
.ぞ
れ
と
対
^

^

で
あ
る
。
.

.

こ
の
見
解
は
、陡
労
組
的
態
度
に
逋
ず
る'-
°「

労
働
組
織
の
成
功
は
劣
？
.た
人
-々'
'
,

■ 

の
賃
金
を
植
や
す
た
め
に
、
最
善
の
人
の
そ
れ
を
低
め
る
こ
と
：を
意
味
し

K

い 

る
：か
ち
，
そ
れ
に
参
挪
す
る
よ
ぅ
に
す
す
め
ら
れ
て
本
、
承
知

1>
か
い
の
は
勿
' 

讀
で
^-
#
备
会
社
の
す
べ
.て
の
最
善
0.
人
々
は
ば
つ
き
り
と
い

.？

.て
，い(

る)」

。
.

.

ン
計
画
部
の
設
置.は
、

：一

r

殺 

:

者
の
地
位
を
低
下
さ
せ
る
。'職
能
別
職
長
制
度
を
命
令_ご
兀
性
の
1«
1|
]
に
調
和 

;
:さ
ぜ
る
迄
ば
、.-:
.
:八
人

：の
職
長
：の

>

^
の「

人
を
現
場
監
督
若
と
じ
、
他
を
職
能.
 

的
権
限(functional a

u
t
h
o
r
i
t
y
〉

を
行
使
す
る
ス' タ
ッ

プ

的

な

も

の

.と
し 

:な
く

で

ば

：な

ら

な

い

：。

''
旮
の
場
合
、

)

：現
場
監
督
者
は
管
埋
的
機
能
を
免
除
さ
れ 

たr

単
な
る
監
督
者
'に
な
.ら
芩
る
ぃ
を
え
な
い
广
万
能
的
職
長
を
中
心
と
オ
る
職 

場
集
団
貧
0洚
阶
3
召)

.は

自

、
玉

的

単

位

<
3
^
§̂
日
§
3
亡
8.
^

蚤
 

い(

た

が

、
；
単

な:§
監
督
者
を
中
心
ど.す
る
:%
の
は
非
摩
王
的^
単
位
と
.な
る
。 

. こ
；れ

は
分

権
伟
. ：2600111^3,112 笞

011) ：.

か
ら
集
権
制.(centralization) 

;:へ
の
#
符
ゼ
意
味
し
い̂

；る

0
。

；
’
 

へ

•

;:
<

+

3-:

産
業
独
裁
制
'

.'

.
:科

学

鐘

営

は

；許

围

部

を

中

心

と

す

：る

集

権

的

紅

織

.を
帰
結
す
る
。
工
場
の 

茭
配
者
吹
経
営
者
で
あ
も
#

働
者
又
ば
そ
の
団
体
ば
綏
営
の
政
策
に
千
渉
し 

■
て
は
な
ら
な
い
と
い
ぅ
の
畤
福
学
的
経
営
の
垂
張
で
あ
る
へ
産
業
の
独
裁
者 

た
；る
«-
営
者
は
、
中
世.的
専
制
者
と
は
違.っ
て
、-
TE
^
a
u
s
t
i
c
e

)

に
従
っ
て 

判
決
を
下
す
。-'
;
.こ
の
1£
義

呔

仕

談

に

応

じ

：て

賃

金

を

玄

私

ぅ

と

い

ぅ

こ

.と

.を
、
王
へ 

た

る

内

容̂
1>
.
.て“
る
。
ニ.
::
.
'八

：
.
'
ん
 

-V
ン
こ
の
ょ
ぅ
に
、
：：正
義
を
解
釈
す
る
と
、
科
学
的
経
営
が
提
唱
す
る
労

i

調 

0

性
格
が
浮
き
出
て
く
％.
そ
れ
^

i
n

的
の
共
通
性
か
ら
す
る
徽
离
的
な'協
. 

'
調
、
即
ち
企
業
共
同
体
的
思
敝
に
立
脚
す
る
も
の
で
ぬ
な
い
。
そ
れ
は
、
労
働 

者
の
企
業
に
対
す
左
貢
献
が
企
業
#

与
え
る
誘
因
に
ょ
っ
で
左
右
さ
れ
る
と
い
.'
, 

う
.
こ
と
を
認
め
る
協
調.で
あ
：る
。

労

瘍

調

：が

徹

底

的

な

も

の

で

は

な

V
、

限

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
.と
い
う

こ

と

は
、
現
存
体
制
の
性
格
を
反
映
し
て
い
，る 

と
い
え
よ
う
。
現
存.体
制
O'
性
格
を
.、.テ
ー
ラ
：丨
は
合
理
化
し
よ
う
と
ず
る
。
こ
：
.
 

の
よ
，う
な
彼
の
態
度
は
、
彼
の
労
組
に
対
す
る
見
方
に
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
：。

「

労
働
組
合
'
®

0H u
n
i
o
n
)

が
、
"
公
平
な
一日
分

の

仕

^
"
と
い
う
ロ 

実

の

下

に' 

一
流
の
人
に
、
お
ぞ
い
、..劣
づ
，
た

労

働

者

が
.な
し
う
る
以
上
の
仕'' 

事
を
さ
せ
各
の
を
拒
否
す
る
時
に.は
、.そ
の

行

動

は

全

く

不

合

理

で

あ

り

、
'
立 

派
な
荷
馬
車
馬
の
仕
事
を
驢
馬
の
そ
れ
に
制
限
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
も
の 

*£ L
o
と
れ
か
ら
■し
て
、
科
学
的
経
営
は
労
組
の
独
自
な
発
言
を
封
じ
て
、
そ 

の
独
1

を
維
持
♦-
強
化
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
も
、
科
学
の
名
に
お
い
て
、 

そ
う
し
よ
う
と
す̂

の
で
，あ
る
。.テ
I
ラ
I
は
.「

理

想

的

組
"(

ipu
G
a
x 

l
a
b
o
r

 u
n
i
o
n
)
」

と
し
.て
、

「

雇
主
が
.組
合
の
役
員(o

n
c
e
r
s
)
：

と
し
て
活 

動
す
る」

よ
う
な
も
の
を
描
い
て
い
る
。
生
産
へ
の
経
営
の
滲
透
に
.よ
っ
て
、 

労
組
の
性
格
が
職
能
別
組
合
か
ら
産
業
別
組
合
に
変
？
た
と
.い
う
事
実
を
、
彼 

.

は
理
解
し
て
.い
な
い
か
、
又
は
故
意
に
、
無
視
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

労
働
者
が
怠
業
を
す
る
原
因
の
一
つ
と
し
て
、

「

そ
の
職
種
に
お
け
る
各
人 

又
は
各
機
械
の
生
産
高
で
ゆ
顕
著
な
増
加
は
、
ー
多
く
の
人
々
を
仕
事
か
ら
追
放 

す
る
と
い
う
結
果
を
生
ず

55 」.

と
へ
い
う
危
惧
が
.あ
げ
ら
‘れ
る
。テ

-:-

ラー

は
'
こ 

れ
を
労
働
者
の
誤
解
で
あ
る
と
し
て
、

「

各
職
種
の
発
展
史
は
、
各
改
善
が.
：
.
.
• 

人
'々

を
仕
«
か
ら
追
放
ず
る
代
り
に
、
結
局
は
、
.
よ

り

多
く
の
人
々
の
た
め
に 

仕
^
を
作
る
と
い

.う

.こ
_と
を
示
し
て
い
る」

と
述
べ
て
い
る
。.こ
の
0?
解
の
.う
、. 

,
ち
に
、
彼
の
現
存
体
制
へ.の
楽
天
観
が
葫
わ
れ
て1>
;
る
。
:
.
.

科
学
的
1

は
、
現
存
体
制
に
立
脚
し
な
が
ら
、.展
開
さ
れ
た
？

こ
れ
に
対

す
る
批
判
と
し
て
法
目
す
ベ
ぎ
は
、
人
間
的
要
因
.の
軽
視
又
：は
無
視
を
指
摘
す 

る
も
へ
の
で.あ
る
。
労
働
者
を
、:'
'単
な
る
労
働
カ
と
し
て
、
技
術
的

「

•
.商
湿
的
範 

疇
に
お
い
て
の
み
と
ら
ぇ
る
だ
け
で
は
、
%
は
や
現
実
は
理
解
さ
れ
難
く
な
づ 

て
い
る
。
か
か
る
反
省
は
、

メ
丨
ョ
丨
を
中
心
と
す
る
、
狭
義
の
人
間
洪
係
論 

_

迄
|

ま
，1

參

は

な

-'
<
へ

又

経

_

観

点

か

ら

す

る

も

の

だ

け

に

限 

ら

れ

る

レ

の

怒

雜

。-自
己
疎
^.
か
ら
の
，脱
出
、
人
間
性
覆
の
要
求
は
、 

労
働
者
自
务
の
組
織
的
運
動
に
お
い
て
も
、
，展
開
さ
れ
て
I
る

.経
営
^
観
点

か
ら
す
る
人
間
関
緩

1

は
、.
こ
の
蓮
動
と
対
決
せ
ぜ
る
を
ぇ
な
い
ょ
ぅ
だ
。
.
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